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(57)【要約】
　本発明は、様々な用途におけるカモフラージュ手段と
してのレンズシートの使用に関する。レンズシート組立
体の様々な実施形態と、レンズシート組立体の様々な実
施形態を作る方法と、カモフラージュされる物体と観察
者との間に組立体を位置させることで実施形態を使用す
る方法とが開示されている。物体からの光は、物体が観
察者から実質的に偽装されるように、屈折および反射の
少なくとも一方を受ける。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の側面、および前記第１の側面と反対の第２の側面を備えるレンズシートであって
、前記第１の側面および前記第２の側面の少なくとも一方は、
　第１の方向において第１の密度で実質的に平行に配置される第１の複数の細長いレンズ
と、
　前記第１の方向と異なる第２の方向において第２の密度で実質的に平行に配置される第
２の複数の細長いレンズと、
を備え、
　前記第１の複数の細長いレンズおよび前記第２の複数の細長いレンズは実質的に光透過
性の材料から作られる、レンズシート。
【請求項２】
　前記細長いレンズの各々は、レンチキュール、ダブプリズムレンズ、プリズムレンズ、
または半ダブプリズムレンズである、請求項１に記載のレンズシート。
【請求項３】
　前記レンズシートに形成される視野領域さらに備え、前記第１の側面および前記第２の
側面の一方の後の目標物体が、反対側を見る観察者から隠される一方で前記視野領域を通
して可視である、請求項１に記載のレンズシート。
【請求項４】
　霧、水、火、土、埃、傷、熱、冷熱、および紫外線のうちの１つまたは複数に対して前
記細長いレンズを保護するために、被覆することで形成されるかまたは保護要素で製造さ
れる保護層をさらに備える、請求項１に記載のレンズシート。
【請求項５】
　前記視野領域は、孔、透き通った区域、穿孔、または孔の行列のうちの１つまたは複数
を備える、請求項１に記載のレンズシート。
【請求項６】
　前記レンズシートに装着される少なくとも１つのカメラと、前記カメラからの映像が送
信される画面と、をさらに備える、請求項１に記載のレンズシート。
【請求項７】
　前記第１の方向は前記第２の方向と異なる、請求項１に記載のレンズシート。
【請求項８】
　前記第１の密度は前記第２の密度と異なる、請求項１に記載のレンズシート。
【請求項９】
　前記第２の側面は、両側面レンズシートを形成するために他の複数の細長いレンズを備
える、請求項１に記載のレンズシート。
【請求項１０】
　少なくとも１つの前記側面に第３の方向において第３の密度で実質的に平行に配置され
る第３の複数の細長いレンズをさらに備え、前記第３の密度は前記第２の密度と異なる、
請求項８に記載のレンズシート。
【請求項１１】
　反射防止層、反射防止被覆、膜、メッシュカバー、テクスチャ面、またはオーバーレイ
のうちの１つまたは複数が、反射を低減するために、または、陰影低減を向上させるため
に、前記レンズシートの側面のうちの少なくとも一方に配置される、請求項１に記載のレ
ンズシート。
【請求項１２】
　前記レンズシートは形が円筒である、請求項１に記載のレンズシート。
【請求項１３】
　前記レンズシートはアーチ形とされる、請求項１に記載のレンズシート。
【請求項１４】
　第１の複数の細長いレンズを備える第１の側面と、
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　第２の複数の細長いレンズを備える、前記第１の側面と反対の第２の側面と、
を備え、
　前記第１の複数の細長いレンズおよび前記第２の複数の細長いレンズの各々は実質的に
光透過性の材料から作られる、両側面レンズシート。
【請求項１５】
　前記両側面レンズシートに形成される視野領域をさらに備え、前記第１の側面または前
記第２の側面の一方の後の目標物体が、反対側の前記第２の側面または前記第１の側面を
それぞれ見る観察者から隠される一方で前記視野領域を通して可視である、請求項１４に
記載の両側面レンズシート。
【請求項１６】
　前記細長いレンズの各々は、レンチキュール、ダブプリズムレンズ、プリズムレンズ、
または半ダブプリズムレンズである、請求項１４に記載の両側面レンズシート。
【請求項１７】
　前記第１の複数の細長いレンズおよび前記第２の複数の細長いレンズの対応するもの同
士が一列に並ぶ、請求項１４に記載の両側面レンズシート。
【請求項１８】
　前記第１の複数の細長いレンズおよび前記第２の複数の細長いレンズの対応するもの同
士がオフセットしている、請求項１４に記載の両側面レンズシート。
【請求項１９】
　前記第１の側面および前記第２の側面の少なくとも一方に配置されるメッシュをさらに
備える、請求項１４に記載の両側面レンズシート。
【請求項２０】
　前記メッシュ品は、黒色、白色、有彩色、または透き通った色のうちの１つである、請
求項１９に記載の両側面レンズシート。
【請求項２１】
　前記第１の複数の細長いレンズは、第１の密度と、前記第１の密度と異なる第２の密度
と、において、細長いレンズを備える、請求項１４に記載の両側面レンズシート。
【請求項２２】
　前記第２の複数の細長いレンズは、第３の密度と、前記第３の密度と異なる第４の密度
とにおいて、細長いレンズを備える、請求項２１に記載の両側面レンズシート。
【請求項２３】
　前記両側面レンズシートは形が円筒である、請求項１４に記載の両側面レンズシート。
【請求項２４】
　前記両側面レンズシートはアーチ形とされる、請求項１４に記載の両側面レンズシート
。
【請求項２５】
　中実で成形されたアーチ状および柔軟な棒状の少なくとも一方の形態で、前記アーチ形
のレンズシートのための支持構造をさらに備える、請求項２４に記載の両側面レンズシー
ト。
【請求項２６】
　反射防止層、反射防止被覆、膜、メッシュカバー、テクスチャ面、またはオーバーレイ
のうちの１つまたは複数が、反射を低減するために、または、陰影低減を向上させるため
に、前記両側面レンズシートの側面のうちの少なくとも一方に配置される、請求項１４に
記載の両側面レンズシート。
【請求項２７】
　霧、水、火、土、埃、傷、熱、冷熱、および紫外線のうちの１つまたは複数に対して前
記細長いレンズを保護するために、被覆することで形成されるかまたは保護要素で製造さ
れる保護層をさらに備える、請求項１４に記載の両側面レンズシート。
【請求項２８】
　請求項１４に記載の前記両側面レンズシートの使用の方法であって、
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　前記レンズシートを、カモフラージュされる物体と観察者との間に配置するステップで
あって、前記物体が前記観察者に実質的に見えないように、前記物体からの光が屈折およ
び反射の少なくとも一方を受ける、ステップを含む方法。
【請求項２９】
　円筒レンズシートであって、
　外側面および内側面であって、前記外側面および前記内側面の少なくとも一方には複数
の細長いレンズが配置され、前記複数の細長いレンズの各々は実質的に光透過性の材料か
ら作られる、外側面および内側面を備え、
　前記円筒レンズシートの内部に位置させられる物体は、前記外側面に入射する光線が、
前記物体に入射することなく前記円筒レンズシートの内部から出ていくように、前記複数
の細長いレンズのうちの少なくとも１つによって反射および／または屈折させられるため
、前記円筒レンズシートの外部の観察者に実質的に見えない、円筒レンズシート。
【請求項３０】
　前記細長いレンズの各々は、レンチキュール、ダブプリズムレンズ、プリズムレンズ、
または半ダブプリズムレンズである、請求項２９に記載の円筒レンズシート。
【請求項３１】
　前記円筒レンズシートに形成される視野領域をさらに備え、前記円筒レンズシートの内
部にある前記物体が、前記観察者から隠される一方で前記視野領域を通して可視である、
請求項２９に記載の円筒レンズシート。
【請求項３２】
　前記複数の細長いレンズは前記内側面に配置され、前記外側面は実質的に平坦である、
請求項２９に記載の円筒レンズシート。
【請求項３３】
　前記複数の細長いレンズは前記外側面に配置され、前記内側面は実質的に平坦である、
請求項２９に記載の円筒レンズシート。
【請求項３４】
　前記複数の細長いレンズは、第１の両側面円筒レンズシートを形成するために前記外側
面と前記内側面との両方に配置される、請求項２９に記載の円筒レンズシート。
【請求項３５】
　前記第１の両側面円筒レンズシートと同心である第２の両側面円筒レンズシートをさら
に備える、請求項３４に記載の円筒レンズシート。
【請求項３６】
　反射防止層、反射防止被覆、メッシュカバー、テクスチャ面、またはオーバーレイのう
ちの１つまたは複数が、反射を低減するために、または、陰影低減を向上させるために、
前記側面のうちの少なくとも一方に配置される、請求項２９または３５に記載の円筒レン
ズシート。
【請求項３７】
　アーチ形レンズシートであって、
　外側面および内側面であって、前記外側面および前記内側面の少なくとも一方には複数
の細長いレンズが配置され、前記複数の細長いレンズの各々は実質的に光透過性の材料か
ら作られる、外側面および内側面を備え、
　前記アーチ形レンズシートの下に位置させられる物体は、前記外側面に入射する光線が
、前記物体に入射することなく前記アーチ形レンズシートの内部から出ていくように、前
記複数の細長いレンズのうちの少なくとも１つによって反射および／または屈折させられ
るため、前記アーチ形レンズシートの外部の観察者に実質的に見えない、アーチ形レンズ
シート。
【請求項３８】
　前記アーチ形レンズシートを地面において支持するために複数の支持柱をさらに備え、
前記物体は前記地面にある、請求項３７に記載のアーチ形レンズシート。
【請求項３９】
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　レンズシートであって、
　第１の密度で第１の複数の細長いレンズを備える第１の側面と、
　第２の密度で第２の複数の細長いレンズを備える、前記第１の側面と反対の第２の側面
と、
を備え、
　各々の細長いレンズは実質的に光透過性の材料から作られ、前記レンズシートは、平坦
、湾曲、硬い、または柔軟のうちの１つであり、前記レンズシートは光線集束距離ｄを有
する、レンズシート。
【請求項４０】
　前記細長いレンズの各々は、レンチキュール、ダブプリズムレンズ、プリズムレンズ、
または半ダブプリズムレンズである、請求項３９に記載のレンズシート。
【請求項４１】
　前記レンズシートに形成される視野領域をさらに備え、前記第１の側面および前記第２
の側面の一方の後の目標物体が、反対側を見る観察者から隠される一方で前記視野領域を
通して可視である、請求項３９に記載のレンズシート。
【請求項４２】
　反射防止層、反射防止被覆、メッシュカバー、テクスチャ面、またはオーバーレイのう
ちの１つまたは複数が、反射を低減するために、または、陰影低減を向上させるために、
前記側面のうちの少なくとも一方に配置される、請求項３９に記載のレンズシート。
【請求項４３】
　前記細長いレンズのうちの少なくとも一部は、反射を低減するために波形を有する、請
求項３９に記載のレンズシート。
【請求項４４】
　１インチあたりのレンズ（ＬＰＩ）で測定される前記第１の密度と前記第２の密度とは
同じである、請求項３９に記載のレンズシート。
【請求項４５】
　前記第１の複数の細長いレンズが前記第２の複数の細長いレンズからオフセットしてお
り、そのため、前記両側面レンズシートをカモフラージュされる物体と観察者との間に配
置すると、前記観察者は背景の詳細を見る一方で、前記オフセットが前記物体を前記観察
者の視界の外に移し変える、請求項３９に記載のレンズシート。
【請求項４６】
　前記第１の複数の細長いレンズが前記第２の複数の細長いレンズからオフセットしてお
り、そのため、前記両側面レンズシートを背景に対してカモフラージュされる物体と観察
者との間に配置すると、前記ずれが、中立区域の後の前記物体および周囲の背景を隠すた
めに中立区域を移し変え、それによって前記物体を光景から隠す、請求項３９に記載のレ
ンズシート。
【請求項４７】
　前記レンズシートは、前記物体を後ろに隠すために前記レンズシートの所定の領域に１
つまたは複数の中立区域を有する単一品として製造される、請求項４６に記載のレンズシ
ート。
【請求項４８】
　レンズシート組立体であって、
　　第１の密度で第１の複数の細長いレンズを備える第１の側面、および
　　第２の密度で第２の複数の細長いレンズを備える、前記第１の側面と反対の第２の側
面、
　を備える第１の両側面レンズシートと、
　　第３の密度で第３の複数の細長いレンズを備える第３の側面、および
　　第４の密度で第４の複数の細長いレンズを備える、前記第３の側面と反対の第４の側
面、
　を備える第２の両側面レンズシートと
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を備え、
　各々の細長いレンズは実質的に光透過性の材料から作られ、前記レンズシート組立体の
一方の側面に位置させられる物体が、前記レンズシート組立体の第２の反対の側面におけ
る観察者に実質的に見えない、レンズシート組立体。
【請求項４９】
　前記細長いレンズの各々は、レンチキュール、ダブプリズムレンズ、プリズムレンズ、
または半ダブプリズムレンズである、請求項４８に記載のレンズシート組立体。
【請求項５０】
　前記レンズシート組立体に形成される視野領域をさらに備え、前記第１の側面および前
記第２の側面の一方の後の目標物体が、反対側を見る観察者から隠される一方で前記視野
領域を通して可視である、請求項４８に記載のレンズシート組立体。
【請求項５１】
　反射防止層、反射防止被覆、膜、メッシュカバー、テクスチャ面、またはオーバーレイ
のうちの１つまたは複数が、反射を低減するために、または、陰影低減を向上させるため
に、前記側面のうちの少なくとも一方に配置される、請求項４８に記載のレンズシート組
立体。
【請求項５２】
　１インチあたりのレンズ（ＬＰＩ）で測定される前記第１の密度、前記第２の密度、前
記第３の密度、および前記第４の密度は同じＬＰＩにあり、前記細長いレンズは、物体お
よび前記物体の周囲の背景の映像を移し変えるために、前記第１および第２の両側面レン
ズシートの一方または両方の両側における前記細長いレンズをずらすことを許容する同じ
レンズ角度を有する、請求項４８に記載のレンズシート組立体。
【請求項５３】
　前記移し変えは映像を前記観察者の視界の外になるようにし、背景を前記物体の傍の一
方または両方の側面の背景で置き換える、請求項４８に記載のレンズシート組立体。
【請求項５４】
　前記細長いレンズは鉛直に配置され、前記物体は左または右に移し変えられる、請求項
４８に記載のレンズシート組立体。
【請求項５５】
　前記第１および第２の両側面レンズシートのうちの一方または両方をずらすことが、中
立区域の後の前記目標物体の光景における移し変えを引き起こし、それによって目標物体
を光景から隠す、請求項４８に記載のレンズシート組立体。
【請求項５６】
　前記第１の両側面レンズシートおよび前記第２の両側面レンズシートの各々は、中立区
域を所定の場所に有する１つの物品として製造される、請求項４８に記載のレンズシート
組立体。
【請求項５７】
　レンズシート組立体であって、
　　第１の密度で第１の複数の細長いレンズを備える第１の側面、および
　　前記第１の側面と反対の実質的に平坦な第２の側面、
　を備える第１の片側面レンズシートと、
　　第２の密度で第２の複数の細長いレンズを備える第３の側面、および
　　前記第３の側面と反対の第４の実質的に平坦な側面、
　を備える第２の片側面レンズシートと、
を備え、
　各々の細長いレンズは実質的に光透過性の材料から作られ、前記レンズシート組立体の
一方の側面に位置させられる物体が、前記レンズシート組立体の反対の第２の側面におけ
る観察者に実質的に見えない、レンズシート組立体。
【請求項５８】
　前記細長いレンズの各々は、レンチキュール、ダブプリズムレンズ、プリズムレンズ、
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または半ダブプリズムレンズである、請求項５７に記載のレンズシート組立体。
【請求項５９】
　前記レンズシート組立体に形成される視野領域をさらに備え、前記第１の側面および前
記第２の側面の一方の後の目標物体が、反対側を見る観察者から隠される一方で前記視野
領域を通して可視である、請求項５７に記載のレンズシート組立体。
【請求項６０】
　反射防止層、反射防止被覆、膜、メッシュカバー、テクスチャ面、またはオーバーレイ
のうちの１つまたは複数が、反射を低減するために、または、陰影低減を向上させるため
に、前記側面のうちの少なくとも一方に配置される、請求項５７に記載のレンズシート組
立体。
【請求項６１】
　前記第１および第２の片側面レンズシートの間のオフセットまたは角度が共鳴波パター
ンを生成し、前記共鳴波パターンは前記物体を歪める、請求項５７に記載のレンズシート
組立体。
【請求項６２】
　前記第１の密度は、１インチあたりのレンズ（ＬＰＩ）で測定される前記第２の密度と
異なる、請求項５７に記載のレンズシート組立体。
【請求項６３】
　前記両側面レンズシートをカモフラージュされる物体と観察者との間に配置するステッ
プを含む、請求項３９に記載の前記レンズシートを使用する方法。
【請求項６４】
　前記物体は前記レンズシートからｄの集束距離内にある、請求項６３に記載の方法。
【請求項６５】
　１インチあたりのレンズ（ＬＰＩ）で測定される前記第１の密度と前記第２の密度とは
同じであり、前記細長いレンズについてのレンズ角度が同じであり、前記観察者は前記物
体の背景の詳細を見る、請求項６４に記載の方法。
【請求項６６】
　複数の細長いレンズを備えるレンズシートの使用の方法であって、
　前記レンズシートをカモフラージュされる物体と観察者との間に配置するステップを含
み、
　前記物体は背景の前にあり、前記物体からの電磁放射の範囲が、前記物体が前記観察者
から実質的に隠匿される一方で前記背景の少なくとも一部分が前記観察者に見えるように
屈折および反射の１つまたは複数を受ける、方法。
【請求項６７】
　電磁放射の前記範囲は、紫外線（ＵＶ）、可視（ＶＩＳ）、近赤外線（ＮＩＲ）、短波
赤外線（ＳＷＩＲ）、中波赤外線（ＭＷＩＲ）、および長波赤外線（ＬＷＩＲ）の１つで
ある、請求項６６に記載の方法。
【請求項６８】
　１つまたは複数のレンズシートを光源と目標物との間に配置するステップであって、前
記レンズシートを通過する光がレンズの平面内で多数の方向に屈折させられ、それによっ
て前記目標物からの陰影の視認性を除去または低減する、ステップを含む、陰影低減の方
法。
【請求項６９】
　１つまたは複数のレンズシートを、光源が目標物の前にある状態で前記目標物の後に配
置するステップであって、各々のシートは、平面に配置される複数のレンズを有し、前記
１つまたは複数のレンズシートを通過する光が前記平面内において多数の方向に屈折させ
られ、それによって前記目標物からの陰影の視認性を低減する、ステップを含む、陰影低
減の方法。
【請求項７０】
　１つまたは複数のレンズシートを目標に隣接して配置するステップであって、各々のシ
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ートは、平面に配置される複数のレンズを有し、光源から前記１つまたは複数のレンズシ
ートを通過する光が前記レンズの前記平面内において多数の方向に屈折させられ、それに
よって前記目標物からの陰影の視認性を除去または低減する、ステップを含む、目標物の
陰影低減の方法。
【請求項７１】
　反射を低減するために、または、陰影低減を向上させるために、反射防止層、反射防止
被覆、膜、メッシュカバー、テクスチャ面、および反射防止オーバーレイのうちの１つま
たは複数を用いて、前記複数のレンズシートのうちの少なくとも一部に反射防止性を提供
するステップをさらに含む、請求項６８から７０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７２】
　目標物からの熱シグネチャが熱検出装置に到達するのを隠蔽する方法であって、レンチ
キュール材料を視認者と前記目標物との間に配置するステップであって、前記レンチキュ
ール材料は、ガラス、プレキシガラス、プラスチック、またはアクリルのうちの少なくと
も１つを含み、そのため、前記熱シグネチャが前記熱検出装置によって検出されることか
ら防止される、ステップを含む方法。
【請求項７３】
　配置する前記ステップは、前記目標物を阻止レンチキュール材料で包むことを含む、請
求項７２に記載の方法。
【請求項７４】
　前記熱シグネチャは赤外線範囲における電磁放射である、請求項７２に記載の方法。
【請求項７５】
　温かい空気を吹き込むこと、冷たい空気を吹き込むこと、電気加熱、または電気冷却の
うちの１つまたは複数によって、複数の細長いレンズの少なくとも１つの温度を調整する
ステップをさらに含む、請求項７２に記載の方法。
【請求項７６】
　レンズシート組立体を製造する方法であって、
　第１の密度で第１の複数の細長いレンズを備える第１の側面、および、前記第１の側面
と反対の第２の実質的に平坦な側面を備える第１の片側面レンズシートを提供するステッ
プと、
　第２の密度で第１の複数の細長いレンズを備える第３の側面、および、前記第３の側面
と反対の第４の実質的に平坦な側面を備える第２の片側面レンズシートを提供するステッ
プと、
　前記レンズシート組立体を見るときに共鳴波パターンを生成するために、前記第１の複
数の細長いレンズと前記第２の複数の細長いレンズとの間のオフセット角度を調節するス
テップと
　を含む方法。
【請求項７７】
　反射を低減するために、または、陰影低減を向上させるために、反射防止層、反射防止
被覆、膜、メッシュカバー、テクスチャ面、またはオーバーレイのうちの１つまたは複数
を用いて、複数の細長いレンズのうちの少なくとも一部に反射防止性を提供するステップ
をさらに含む、請求項７６に記載の方法。
【請求項７８】
　レンズシート組立体を製造する方法であって、
　複数の中空管を互いに隣接して提供するステップであって、前記中空管の各々は細長い
レンズのように成形される、ステップと、
　前記複数の中空管を流体で満たすステップと
　を含む方法。
【請求項７９】
　前記レンズシート組立体を形成するために前記管を除去するステップをさらに含む、請
求項７８に記載の方法。
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【請求項８０】
　前記管の各々における流体の温度を個別に調整するステップをさらに含む、請求項７８
に記載の方法。
【請求項８１】
　前記流体の前記温度を個別に調整する前記ステップは、前記レンズシート組立体を観察
する熱検出装置によって観察される所望の熱シグネチャを有するデコイを作り出す、請求
項８０に記載の方法。
【請求項８２】
　前記流体は水である、請求項７８に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、２０１８年７月４日に出願された「Ｉｍｐｒｏｖｅｄ　Ｃａｍｏｕｆｌａｇ
ｅ」という名称の米国特許出願第６２／６９３，９５９号への優先権を主張し、その内容
はそれらの全体において本明細書に組み込まれている。
【０００２】
　本発明は、向上したカモフラージュに概して関し、詳細には、向上したカモフラージュ
を作り出すために、レンズのシートとして配置される複数の相互連結されたレンズ材料か
ら作られる１つまたは複数のシートと、様々なこのような組み合わせとの使用に関する。
【背景技術】
【０００３】
　上記の「Ｉｍｐｒｏｖｅｄ　Ｃａｍｏｕｆｌａｇｅ」という名称の特許出願第６２／６
９３，９５９号において検討されているように、カモフラージュするという概念は、芸術
およびエンターテイメントなど、ある形態の隠匿またはプライバシーを要求する様々な分
野の実際の人の努力において、および、野生生物の生物学および動物学の研究において、
強い関心のあるテーマであった。見えないなどのカモフラージュの態様は、例えば、大衆
文化、文芸小説、サイエンスフィクション、学術論文、ならびに、他の形態の技術的およ
び芸術的な文献において表現されるように、公衆の想像力を定期的に非常に大きく膨らま
せてきた。
【０００４】
　カモフラージュの研究には驚くほどに長い歴史がある。古代ギリシャの哲学者のアリス
トテレスは、自身の書籍の「Ｔｈｅ　Ｈｉｓｔｏｒｙ　ｏｆ　Ａｎｉｍａｌｓ」において
水中生物の観察を記録しており、近くの周囲環境に似せるために自身の色を変えることで
カモフラージュを用いるタコの能力を特に論述している。より最近では、自然主義者のＡ
ｂｂｏｔｔ　Ｔｈａｙｅｒは、「Ｃｏｎｃｅａｌｉｎｇ－Ｃｏｌｏｒａｔｉｏｎ　ｉｎ　
ｔｈｅ　Ａｎｉｍａｌ　Ｋｉｎｇｄｏｍ」という名称のよく知られている書籍において、
すべての動物の色彩はカモフラージュの進化の目的を持っているという議論を招く主張を
提唱している。他の人たちも、同様のこれらの主張を支持または反対のいずれかで書いて
おり、それらは様々な時代において進歩させられた。
【０００５】
　その長い歴史にも拘わらず、カモフラージュの様々な形態の研究は、なおも活発に進行
中の研究および開発の分野である。カモフラージュの活動は、目標物体をその背景と単に
溶け込ませるよりしばしばはるかにうまくいく多くの様々な手法および技術を用いる。野
生生物の生物学においてしばしば最初に観察されたカモフラージュ技術には、色合わせ、
カウンターシェーディング、ディスラプティブカラレーションもある。
【０００６】
　カモフラージュに関することとして、一般人の間で非常に人気がある話題は、特には若
者の視聴者を対象としたものである、映画およびテレビなどの文化的媒体において十分に
表現されている透明マントの構想である。これはさらに、所望の効果を達成するために、
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光および光を曲げる材料の研究、ならびに、効果的な配置の光学機器の関連する研究を動
機付けするのを助けた。
【０００７】
　透明マントに近づける隠匿の手法がどのように働くことができるかをモデル化する試み
において、多くの理論的な前進が行われた。これは主に、変換光学と呼ばれることもある
研究の分野に現在では理論的枠組みを与えているいくつかの論文の結果であった。
【０００８】
　変換光学に関連する理論的なモデル化は比較的新しいが、反射および屈折を含む興味深
い光学特性を呈する材料の多くはよく知られている。しかしながら、これらの材料の有用
な適用と、光との相互作用に影響する基本的な原理とは、比較的狭い範囲の状況に限られ
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００５／０２８６１３４号
【特許文献２】米国特許第８，４１１，３６３号
【特許文献３】米国特許出願公開第２０１０／０３２６４２９号
【特許文献４】米国特許第７，２３５，７３６号
【特許文献５】米国特許第８，３８３，９２９号
【非特許文献】
【００１０】
【非特許文献１】Ｍ．　Ｂｅｒｎａｒｄｉ、Ｎ．　Ｆｅｒｒａｌｉｓ、Ｊ．　Ｈ．　Ｗａ
ｎ、Ｒ．　Ｖｉｌｌａｌｏｎ、およびＪ．　Ｃ．　Ｇｒｏｓｓｍａｎ、Ｅｎｅｒｇｙ　Ｅ
ｎｖｉｒｏｎ．　Ｓｃｉ．、２０１２、５、６８８０～６８８４
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　変換光学における着想の多くの実際の実現は、一部には、コストの掛かる仕組み、メタ
マテリアルと呼ばれる特殊な材料、および他の実施の困難さを必要とするため、非常に困
難であった。実験の研究者の実際の作業と対照的に、透明マントの技術についての著者は
、空論上の話をその潜在的な将来の使用へと大きく前進させた。本発明の目的の１つは、
コスト効果のある手法を用いて向上したカモフラージュを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、様々な用途におけるカモフラージュ手段としての光線メタマテリアルの使用
に関する。光線メタマテリアルシートの使用の一部の方法は、メタマテリアルを、カモフ
ラージュされる物体と観察者との間に配置するステップを伴い、それによって、物体から
来る光が、物体が観察者から実質的に偽装されるように、屈折および反射の一方を受ける
。
【００１３】
　本発明の態様は、建築、芸術、エンターテイメント、隠匿、シグネチャ管理、プライバ
シーなどにおける用途で所望の効果を達成するために、メタマテリアルまたはレンズの様
々な配置と他の光学材料とを介して、可視光および電磁スペクトルにおける他の波動の屈
折および反射の現象を利用する。可視光、近赤外光、近紫外光、もしくは他の形態の光、
または、より大まかには電磁波を屈折および／または反射するような方法で配置される複
数のレンズから作られる材料が、所望に芸術、隠匿、または視覚的カモフラージュの効果
を達成するために使用される。
【００１４】
　このような材料の例はレンズシートであり、レンズシートは、線形または非線形のレン
ズの規則的または半規則的なパターンを有することができ、それらは、具体的な目標物か
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ら離れていく光、または、所望の領域へと向かう光を、少なくとも部分的に反射または屈
折するために、レンズ内において直線的な線と組み合わされ得る。レンチキュールプラス
チックシートは、一方の滑らかな側面を有し、他方の側面がレンチキュールと呼ばれる小
さい凸レンズから作られる半透明のプラスチックシートであり、レンチキュールは、二次
元（２Ｄ）の映像の様々な視覚的錯覚への変換を可能にする。各々のレンチキュールは、
下の映像、つまり、滑らかな側面における映像の一部分を拡大および表示するための拡大
鏡として作用する。
【００１５】
　使用され得る他の材料には、フライアイレンズ配列として知られている小さい球形のレ
ンズの配列、または、多数の小さい凸レンズから成るスクリーンがある。使用され得る材
料の他の例は、線状または配列のプリズムシートであり得る。
【００１６】
　本発明の一態様によれば、両側面にレンズを有する両側面レンズシートを視認者と隠匿
される目標物体との間に配置することを伴う、目標物隠匿および陰影低減のための装置と
、目標物隠匿および陰影低減の方法とが提供される。両側面レンズシートは、裏同士を合
わせて片側面レンズシートの対の滑らかな側面同士を一体に付着させることで構築できる
。この実施形態では、両側面レンズシートの反対側における対応するレンズが、互いにオ
フセットした関係を有する千鳥の様態で配置される。オフセットのある両側面レンズシー
トを通過する目標物からの光は、多数の方向に反射および／または屈折させられ、目標物
体の視認性または目標物体からの陰影を実質的に低減する。
【００１７】
　本発明の他の態様によれば、両側面にレンズを有する両側面レンズシートを視認者と隠
匿される目標物体との間に配置することを伴う、目標物隠匿および陰影低減のための装置
と、目標物隠匿および陰影低減の方法とが提供される。両側面レンズシートは、裏同士を
片側面レンズシートの対の滑らかな側面同士を合わせて一体に付着させることで構築でき
る。この実施形態では、両側面レンズシートの反対側における対応するレンズが互いと並
ぶように配置される。一列となる両側面レンズシートを通過する目標物からの光は、多数
の方向に反射および／または屈折させられ、目標物体の視認性または目標物体からの陰影
を実質的に低減する。
【００１８】
　本発明の他の態様によれば、２つの両側面レンズシート（第１の両側面シートおよび第
２の両側面レンズシート）を配置することを伴う、隠匿および陰影低減の装置および方法
が提供される。先に述べているように、両側面レンズシートは、裏同士を合わせて片側面
レンズシートの対の滑らかな側面同士を一体に付着させることで構築できる。２つの両側
面レンズシートを通過する目標物体からの光は、多数の方向に反射および／または屈折さ
せられ、目標物体の視認性または目標物体からの陰影を実質的に低減する。この実施形態
では、第１の両側面レンズシートの反対側における対応するレンズが、互いにオフセット
した関係を有する千鳥の様態で配置され、一方、第２の両側面レンズシートの反対側にお
ける対応するレンズが、互いと並ぶように配置される。この実施形態は、隠匿される物体
の後の背景の情景を、鏡像を作り出すことなく提示するという利点を有する。
【００１９】
　本発明の他の態様によれば、２つの両側面レンズシート（第１の両側面シートおよび第
２の両側面レンズシート）を配置することを伴う、隠匿および陰影低減の装置および方法
が提供される。先に述べているように、両側面レンズシートは、裏同士を合わせて片側面
レンズシートの対の滑らかな側面同士を一体に付着させることで構築できる。２つの両側
面レンズシートを通過する目標物体からの光は、多数の方向に反射および／または屈折さ
せられ、目標物体の視認性または目標物体からの陰影を実質的に低減する。この実施形態
では、第１の両側面レンズシートおよび第２の両側面レンズシートの両方の反対側におけ
る対応するレンズが互いと並ぶように配置される。この実施形態は、隠匿される物体の後
の背景の情景を、鏡像を作り出すことなく正確に提示するという利点も有する。
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【００２０】
　図において、単に例として本発明の実施形態を示している。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】屈折が可視光に関連するため、屈折の法則の原理を示す概略図である。
【図２】一部が断面になっているレンチキュールレンズシートの単純化された概略図であ
る。
【図３Ａ】光源と目標物との間に配置されたレンズシートの単純化された概略図である。
【図３Ｂ】シートの滑らかな側面が反対方向を向いている、光源と目標物との間に配置さ
れたレンズシートの他の単純化された概略図である。
【図３Ｃ】シートの両側面に複数のレンズがある、光源と目標物との間に配置されたレン
ズシートのなおも他の単純化された概略図である。
【図４】第２のレンズシートが光源と目標物との間に配置されている、図３の実施形態の
変形を示す単純化されたブロック図である。
【図５】三次元映像を模倣するために使用されるレンチキュールレンズを示すブロック図
である。
【図６】目標物に近接して配置されたレンズシートの単純化された斜視でのブロック図で
ある。
【図７】目標物を包囲する図２のレンズシートの平面図である。
【図８】視認者と目標物との間に位置させられる、いくつかの線状レンズから作られたレ
ンズシートのブロック図である。
【図９】目標物が水平方向の輪郭を有している、図８と同様の他の配置のブロック図であ
る。
【図１０】いくつかの１つの角度のプリズムレンズから作られたプリズムシートの斜視図
である。
【図１１】いくつかの１つの角度のプリズムレンズから作られた図１０のプリズムシート
の平面図である。
【図１２】いくつかの２つの角度のプリズムレンズから作られたプリズムシートの概略的
な斜視図である。
【図１３】図１２のプリズムシートの平面図である。
【図１４】ダブプリズムレンズシートの単純化された概略図である。
【図１５】目標物と観察者との間に配置された、オフセットのある両側面レンズシートの
単純化された概略図である。
【図１６】目標物と観察者との間に配置された、オフセットのある両側面レンズシートお
よび一列となる両側面レンズシートの単純化された概略図である。
【図１７Ａ】目標物と観察者との間に配置されているが、２つの両側面レンズシートの間
に外部でのオフセットがある、図１６のオフセットのある両側面レンズシートおよび一列
となる両側面レンズシートの単純化された概略図である。
【図１７Ｂ】目標物と観察者との間に配置された、図１６の２つのオフセットのある両側
面レンズシートの単純化された概略図である。
【図１８】目標物と観察者との間に配置された、２つの一列となる両側面レンズシートの
単純化された概略図である。
【図１９】２つの両側面レンズシートの間に外部でのオフセットがある、図１８の２つの
一列となる両側面レンズシートの単純化された概略図である。
【図２０】中立帯片を作り出す繰り返しパターンで背景の映像の一部分同士を融合するこ
とによる両側面レンズシートによって達成される隠匿効果の概略図である。
【図２１】中立帯片を作り出す繰り返しパターンで背景の映像の一部分同士を融合するこ
とによる両側面レンズシートによって達成される隠匿効果の概略図である。
【図２２】中立帯片を作り出す繰り返しパターンで背景の映像の一部分同士を融合するこ
とによる両側面レンズシートによって達成される隠匿効果の概略図である。
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【図２３ａ】観察者と背景との間に配置された片側面レンズシートの立面視での単純化さ
れた概略図である。
【図２３ｂ】観察者と背景との間に配置された片側面レンズシートの平面視での単純化さ
れた概略図である。
【図２４ａ】観察者と背景との間に配置された両側面レンズシートの立面視での単純化さ
れた概略図である。
【図２４ｂ】観察者と背景との間に配置された両側面レンズシートの平面視での単純化さ
れた概略図である。
【図２５ａ】観察者と背景との間に配置された２つの両側面レンズシートの立面視での単
純化された概略図である。
【図２５ｂ】観察者と背景との間に配置された２つの両側面レンズシートの平面視での単
純化された概略図である。
【図２６ａ】２つの側面が異なるＬＰＩを有する、観察者と背景との間に配置された両側
面レンズシートの立面視での単純化された概略図である。
【図２６ｂ】２つの側面が異なるＬＰＩを有する、観察者と背景との間に配置された両側
面レンズシートの平面視での単純化された概略図である。
【図２７ａ】２つの側面が異なるＬＰＩを有する、観察者と背景との間に配置された他の
両側面レンズシートの立面視での単純化された概略図である。
【図２７ｂ】２つの側面が異なるＬＰＩを有する、観察者と背景との間に配置された他の
両側面レンズシートの平面視での単純化された概略図である。
【図２８ａ】各々のシートの２つの側面が異なるＬＰＩを有する、観察者と背景との間に
配置された２つの両側面レンズシートの立面視での単純化された概略図である。
【図２８ｂ】各々のシートの２つの側面が異なるＬＰＩを有する、観察者と背景との間に
配置された２つの両側面レンズシートの平面視での単純化された概略図である。
【図２９ａ】各々のシートの２つの側面が異なるＬＰＩを有する、観察者と背景との間に
配置された２つの両側面レンズシートの立面視での単純化された概略図である。
【図２９ｂ】各々のシートの２つの側面が異なるＬＰＩを有する、観察者と背景との間に
配置された２つの両側面レンズシートの平面視での単純化された概略図である。
【図３０ａ】各々のシートの２つの側面が異なるＬＰＩを有する、観察者と背景との間に
配置された２つの両側面レンズシートの立面視での単純化された概略図である。
【図３０ｂ】各々のシートの２つの側面が異なるＬＰＩを有する、観察者と背景との間に
配置された２つの両側面レンズシートの平面視での単純化された概略図である。
【図３１ａ】各々のシートの２つの側面が異なるＬＰＩを有する、観察者と背景との間に
配置された２つの両側面レンズシートの立面視での単純化された概略図である。
【図３１ｂ】各々のシートの２つの側面が異なるＬＰＩを有する、観察者と背景との間に
配置された２つの両側面レンズシートの平面視での単純化された概略図である。
【図３２】鉛直での極性を有し、そのためレンズが鉛直に配置されている片側面レンズシ
ートの単純化された斜視図である。
【図３３】曖昧にされた背景の映像を描写している、図３２のレンズシートの単純化され
た斜視図である。
【図３４】背景の立面図である。
【図３５】鉛直での極性の基本レンズを有し、副レンズのいくつかの角度付き区域をさら
に有し、それによって角度付き区域内の副レンズがある角度で配置される片側面レンズシ
ートの単純化された斜視図である。
【図３６】対応する角度付き区域によって引き起こされた異なる種類のアーチファクトを
有する曖昧にされた背景の映像を描写している、図３５のレンズシートの単純化された斜
視図である。
【図３７】鉛直での極性の基本レンズを有し、副レンズのいくつかの角度付きの複雑な区
域をさらに有し、それによって角度付きの複雑な区域内の副レンズがある角度で配置され
る片側面レンズシートの他の単純化された斜視図である。
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【図３８】対応する複雑な区域によって引き起こされた異なる種類のアーチファクトを有
する曖昧にされた背景の映像を描写している、図３７のレンズシートの単純化された斜視
図である。
【図３９】第１のＬＰＩの基本レンズを有し、副レンズのいくつかの区域をさらに有し、
それによって基本レンズと副レンズとが鉛直に延びるが、区域内の副レンズは第１のＬＰ
Ｉと異なる第２の角度／ＬＰＩのものである片側面レンズシートの単純化された斜視図で
ある。
【図４０】対応する区域によって引き起こされた異なる種類のアーチファクトを有する曖
昧にされた背景の映像を描写している、図３９のレンズシートの単純化された斜視図であ
る。
【図４１】向上した隠匿を描写している、背景の前に位置させられた図３９のレンズシー
トの単純化された立面図である。
【図４２】レンズが各々において水平に配置されている状態で互いに対して第１の距離で
オフセットしている２つの片側面レンズシートを通して見たときの映像である。
【図４３】レンズが各々において水平に配置されている状態で互いに対して第２の距離で
オフセットしている２つの片側面レンズシートを通して見たときの他の映像である。
【図４４ａ】２つのシートの間のオフセットに依存して変化する隠匿性を描写している、
水中にある２つの片側面レンズシートを通したときの映像である。
【図４４ｂ】２つのシートの間のオフセットに依存して変化する隠匿性を描写している、
水中にある２つの片側面レンズシートを通して見たときの映像である。
【図４４ｃ】２つのシートの間のオフセットに依存して変化する隠匿性を描写している、
水中にある２つの片側面レンズシートを通して見たときの映像である。
【図４５】目標物が異なる斜めの見る場所において部分的に視認可能であり、他の見る場
所において完全に視認不可能である、裏同士を合わせて配置された２つのレンズシートを
描写する図である。
【図４６】透き通ったシールド本体とそこに配置されたレンズシートとを有するライオッ
トシールドの概略図である。
【図４７】レンズシートから作られる傘の例示の実施形態の概略図である。
【図４８】レンズシートから作られる傘の例示の実施形態の概略図である。
【図４９】レンズシートから作られる傘の例示の実施形態の概略図である。
【図５０】空中からの検出を回避するために使用されるレンズシートの映像である。
【図５１】空中からの検出を回避するために使用されるレンズシートの映像である。
【図５２】空中からの検出から保護される物体の映像である。
【図５３】空中からの検出を回避するためにレンズシートによって覆われる図５２の物体
の映像である。
【図５４】軍事等級の暗視機器を用いての図５３に示された実施形態の映像である。
【図５５】飛行の間に検出を回避するためにレンズシートを利用するクワッドコプタード
ローンの形態での物体の映像である。
【図５６ａ】飛行の間に検出を回避するためにレンズシートを利用するクワッドコプター
ドローンの形態での図５５の物体の映像である。
【図５６ｂ】飛行の間に検出を回避するためにレンズシートを利用するクワッドコプター
ドローンの形態での図５５の物体の映像である。
【図５７ａ】検出を回避するために円筒レンズシートを利用する物体の図である。
【図５７ｂ】検出を回避するために円筒レンズシートを利用する物体の図である。
【図５７ｃ】検出を回避するために円筒レンズシートを利用する物体の図である。
【図５７ｄ】検出を回避するために円筒レンズシートを利用する物体の図である。
【図５８ａ】地面からの観察を回避する一方で頭上からの観察をなおも可能にするために
レンズシートを使用する移動体通信用タワーの形態での細長い構造の図である。
【図５８ｂ】地面からの観察を回避する一方で頭上からの観察をなおも可能にするために
レンズシートを使用する移動体通信用タワーの形態での細長い構造の図である。
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【図５８ｃ】地面からの観察を回避する一方で頭上からの観察をなおも可能にするために
レンズシートを使用する移動体通信用タワーの形態での細長い構造の図である。
【図５８ｄ】地面からの観察を回避する一方で頭上からの観察をなおも可能にするために
レンズシートを使用する移動体通信用タワーの形態での細長い構造の図である。
【図５９ａ】本発明の例示のレンズシートから作られた金網フェンスプライバシー挿入体
の映像である。
【図５９ｂ】本発明の例示のレンズシートから作られた金網フェンスプライバシー挿入体
の映像である。
【図６０】現代のカモフラージュネットのような孔を有する柔軟なレンズシートの映像で
ある。
【図６１ａ】ネット骨組みに位置させられるレンズシート材料の帯片の図である。
【図６１ｂ】ネット骨組みに位置させられるレンズシート材料の帯片の図である。
【図６２】シートの構造上の完全性を保持するように設計されたネット骨組みにおける孔
の行列を伴うカモフラージュシートの他の図である。
【図６３】不定レンズ要素を伴うレンズシートの図である。
【図６４】レンズシートを通る光の低減した反射を示す映像である。
【図６５】レンズシートを通る光の低減した反射を示す映像である。
【図６６】目標物体を隠匿するために利用されたアーチ形レンズシートの映像である。
【図６７】目標物体を隠匿するために利用されたアーチ形レンズシートの映像である。
【図６８】目標物体を隠匿するために利用されたアーチ形レンズシートの映像である。
【図６９】目標物体を隠匿するために利用されたアーチ形レンズシートの映像である。
【図７０】透き通った波形材料の図である。
【図７１】支持構造を伴うレンズとして機能する物品を有する他の波形材料設計の図であ
る。
【図７２】本発明の例示のレンズシートを使用して作られた例示の航空機格納庫の映像で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　この記載では、レンズシートは、細長いレンズの配列から作られた半透明シートである
。これらの細長いレンズは、一方の側面においてしばしば滑らかであるレンチキュールと
呼ばれる小さい凸レンズであり得る。レンチキュールに加えて、これらの細長いレンズに
は、プリズムレンズ、ダブプリズムレンズ、分割ダブプリズムレンズ（つまり、長手方向
において半分に分割されたダブプリズムレンズ）、１つの角度のプリズムレンズ、２つの
角度のプリズムレンズ、および同様の細長いレンズもある。
【００２３】
　一方の側面にレンチキュールなどの細長いレンズを伴い、反対の側面に滑らかな平坦な
表面を伴うレンズシートは、様々な興味深い視覚的効果を有すると考えられる。
【００２４】
　この開示では、片側面レンズシートは、一方の側面において実質的に平行に典型的には
配置される複数の細長いレンズと、反対の側面において滑らかで典型的には平坦な表面と
を有するレンズシートを言っている。レンズは、レンチキュール、プリズムレンズ、ダブ
プリズムレンズ、分割ダブプリズムレンズ、または分割プリズムレンズであり得る。
【００２５】
　この開示では、両側面レンズシートは、各々の側面において実質的に平行に典型的には
配置される複数の細長いレンズを有するレンズシートを言っている。ここでも、レンズは
、レンチキュール、プリズムレンズ、ダブプリズムレンズ、分割ダブプリズムレンズ、ま
たは分割プリズムレンズであり得る。両側面レンズシートは、裏同士を合わせて片側面レ
ンズシートの対の平坦で滑らかな側面同士を固定または接着することで、または、両方の
側面にレンズを有する単一のシートを製造することで構築できる。
【００２６】
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屈折
　材料媒体に斜角で入る光線がその方向を変化させることが通常は観察される。この現象
は屈折と呼ばれている。屈折は、伝播速度における変化のため、波動伝播の方向における
変化を概して伴う。光の場合、屈折は、光が媒体に入るときの光の減速まで辿ることがで
き、光の速度はその真空での速度ｃ＝３×１０８ｍ／ｓからｃ／ｎまで減速され、ここで
ｎは媒体の屈折率である。
【００２７】
　図１は、スネルの法則としても知られている屈折の法則の図を描写している。入射光線
１０６が初期点Ｐ１から空気などの第１の媒体１０２を通って進み、第２の媒体１０４へ
と入る。入射光線１０６は境界面１１０において屈折させられ、そのため屈折した光線１
０８の軌跡は点Ｐ２に到着する。これは、光がある点から他の点へと最小時間を要する経
路に沿って進むことを述べている最小時間のフェルマの原理によって説明される。入射の
角度θ１および屈折の角度θ２は、Ｐ１からＰ２への光学経路長さを最短にするようにな
らなければならない。図１に示されているように、第１の媒体の屈折率および第２の媒体
の屈折率はそれぞれｎ１およびｎ２であり、そのためスネルの法則はｎ１ｓｉｎθ１＝ｎ

２ｓｉｎθ２であることを述べている。
【００２８】
　先に述べているように、可視光、近赤外光、および／または近紫外光を屈折するような
方法で部分集合が互いに隣接してかまたは非常に近接して配置される多数のレンズから作
られる材料が知られている。典型的な例はレンズシートである。レンズシートは半透明の
プラスチックから作られ得る。さらに、一部のレンズシートは一方の側面において滑らか
とでき、反対の側面はレンチキュールと呼ばれる小さい凸レンズから作られ得る。これら
のレンチキュールは、そうでない場合には通常の情景の二次元（２Ｄ）の光景を作ること
ができ、様々な興味深い視覚的効果を伴って現れることができる。例えば、レンチキュー
ルは拡大鏡として作用できる。
【００２９】
　図２は、レンチキュールレンズシートの断面の概略図である。図示されているように、
レンチキュールシート２００が複数のレンズまたはレンチキュール２０２を備えている。
レンチキュールレンズからの映像は、視野角２０４に対応するＶ字形の視野領域内で見れ
る。視野角２０４は小さくても大きくてもよい。小さい視野角２０４は、視認者が頭を若
干回転させる必要があるだけの意味において変化に対して画像を非常に敏感にさせ、画像
の異なるセットが見られることになる。広い視野角２０４のレンズについては、視認者は
、画像の異なるセットを見るために自身の頭の比較的大きい変位または回転を行うことが
でき、そのため、見られている画像における変化が頭の位置または配向における変位に対
して敏感でない。結果として、狭い視野角のレンズは三次元（３Ｄ）効果に対して良好で
あり、広い視野角のレンズは、動画、瞬時の変化、変形、または拡大縮小などの動的な印
象に対して良好である。
【００３０】
レンズ配列のシートの開発
　特別な眼鏡または他の障害を必要とすることなく視認者に三次元の映像を提示する表示
装置はオートステレオスコピックと称されることがある。登場した第１のオートステレオ
スコピック方法は、２つ以上の画像をストライプに分割し、それらを一連の鉛直に配置さ
れた同じ周波数の不透明のバーの後に並べることを伴うバリア技術であった。これはＧ．
　Ａ．　Ｂｏｉｓ－Ｃｌａｉｒによる絵において実施されており、これは、視認者が歩い
ていくにつれてある画像から他の画像へと変化するように現れる。
【００３１】
　後に、物理学者のＧａｂｒｉｅｌ　Ｍ．　Ｌｉｐｐｍａｎｎは、不透明のバリア線の代
わりに画像表面に一連のレンズを使用し、すべての方向において視差を伴う完全な空間映
像を記録することができた。その処理は、映像を記録および再生するために、フライアイ
レンズ配列または一体型レンズ配列として知られている小さい球形のレンズの配列を利用
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した。
【００３２】
　数人の科学者が、レンチキュールレンズ配列を組み込むことで一体型レンズ配列を単純
化した。レンチキュールレンズシートは、厚い平凸円筒レンズの線状の配列から作られ得
る。レンズシートは透明または半透明であり、焦点面を構成する後面が典型的には平坦で
ある。レンズシートは視差バリアスクリーンと光学的には類似している。
【００３３】
　最近では、動画、３Ｄの大きな構成、および大量生産技術のための具体的なレンズ設計
がある。
【００３４】
レンチキュールシートの特性
　レンズシートを作るために使用される従来の材料は、光を屈折するための能力を維持す
る一方で、できるだけ透き通って作られる。材料のより高い透明性がしばしば望まれ、一
部の用途では、より透き通った印象およびより良好な視覚的効果などがより大きな透過率
で実現され得る。材料は、レンチキュールレンズのシートが出荷または印刷機における使
用のために巻かれるなどの多くの状況において使用できるように、熱的に引き起こされる
歪みを低減させるように十分安定しているべきである。レンチキュールシートは、アクリ
ル、ポリカーボネート、ポリプロピレン、ＰＶＣ、およびポリスチレンのうちの１つから
典型的には作られる。レンズは、適切な密度で配置され、１インチあたりのレンチキュー
ル、または、１インチあたりのレンズ（ＬＰＩ）としてしばしば一般的に測定および表現
され得る。
【００３５】
　これらのレンズの配置の典型的な実施形態は、図２に描写され、先に検討したようなＶ
字形の視野領域を提供する。視認者の位置における変化に対する映像の感度は視野角２０
４に依存する。小さい視野角２０４は、視認者が頭を若干回転させる必要があるだけの変
化に対して画像を敏感にさせ、画像の異なるセットが見られることになる。広い角度のレ
ンズ２０４については、視認者は、画像の異なるセットを見るために頭を比較的大きく回
転させることができ、そのため変化があまり敏感でない。結果として、狭い視野角のレン
ズは、三次元の効果および動的な印象に適切である。
【００３６】
　レンチキュールレンズシートを作るために使用される材料は、好ましくは安定しており
、そのため熱的な歪みが低減される一方で、印刷機において使用できるように柔軟性を保
っている。
【００３７】
製造の方法
　レンチキュールレンズシートは、この目的のために特別に作られた機械または装置を使
用して典型的には製造される。１つのこのような装置が、引用文献１に記載されており、
その内容はその全体において本明細書によって参照により組み込まれている。この公開さ
れた出願は、レンチキュールレンズを説明しており、また、切断、積層などの完成作業と
、ラベル付けを含むレンズの様々な最終的な使用の用途とが、レンズウェブの製造に合わ
せて達成または適応され得るように、具体的にはレンチキュールレンズウェブとしてレン
ズを製造するための方法を説明している。公開は、中心長手方向軸の周りに回転可能であ
る筐体を備えるレンチキュールパターン形成装置も開示している。筐体は、溝パターンを
有する外面を有する。溝パターンは、外面において周方向および長手方向に延びる溝を含
み、溝は等しい溝幅を有する。長手方向に延びる溝は中心長手方向軸と実質的に平行であ
り、溝は筐体の外面を覆う。また、本発明は、レンチキュールレンズウェブを製作するた
めにレンチキュールパターン形成装置を使用する方法をさらに含み、レンチキュールレン
ズウェブはレンチキュール映像ウェブを作るために使用できる。映像ウェブは、壁紙、バ
ナー、ラベルなどの製品を作り出すために使用できる。
【００３８】
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　後で説明される本発明の一部の実施形態は、向上したカモフラージュを達成するための
レンズシートの使用に関する。例えば、レンチキュールレンズシートの１つの適切な種類
は、引用文献２に記載されており、その内容は本明細書において参照により組み込まれて
いる。この特許は、少なくとも２つの部分を有する第１の表面と、第２の反対の表面と、
第１の表面に形成される複数のレンチキュールレンズとを含むレンチキュールシートを開
示している。第１の表面の各々の部分は、第１の表面の隣接する部分の１センチメートル
あたりのレンチキュールレンズの数と異なる１センチメートルあたりのレンチキュールレ
ンズの数を含む。
【００３９】
　いくつかの材料がレンズシートを作るために使用できる。これらは、非結晶質ではなく
、その結晶化度を保持するポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）を含む。ＰＥＴは、良
好な透明性、優れたガスバリア性、および油脂および溶媒に対する良好な耐性を有する。
ポリプロピレン（ＰＰ）も、物品が型抜加工の積層または製作で完成される場合、適切と
される。石油を精製することで製作されるエチレンを、岩塩から生成される塩素と組み合
わせることによって作られるポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）も使用できる。概して、任意の半
透明の材料、または、さらにはガラスなどの透明の材料が、このようなレンズシートを作
るために使用できる。
【００４０】
　レンズを組み込む様々な種類の材料の特定の用途および使用、このような材料を作る方
法、ならびに、このような材料を具現化する製造の製品が、本発明の実施形態の例示とし
て説明される。
【００４１】
実施形態１－陰影低減
　本発明の例示の実施形態において、凸レンズであり得る複数の線状レンチキュールレン
ズから作られるレンズシートの形態での材料が、目標物体によって投げ掛けられる陰影を
低減するために利用される。レンズは、目標物と平行に延びるように配置される。陰影の
低減または排除は、温室、太陽エネルギー生成、建築、視覚的緩和、隠匿、およびシグネ
チャ管理を含むいくつかの有益な用途を有する。屋根タイルにおいて、または屋根タイル
としてしばしば配備される、太陽エネルギーを電気エネルギーへと変換する材料は、本発
明の実施形態の例示の陰影低減材料から恩恵を受けることができる。
【００４２】
　図３Ａは、例示の実施形態の単純化された概略図を描写している。光源３０２が、光源
３０２と目標物３１０との間に位置させられるレンチキュールレンズであり得るレンズ３
０４のシート３０６に照明を提供している。光源３０２からの光線３０８がレンズシート
３０６を通過し、光線の部分集合がレンチキュールレンズ３０４から多数の方向において
屈折させられる。
【００４３】
　目標物３１０による陰影形成の一因となり得る入射光線３０８がレンズ３０４によって
屈折させられる。仮想的な屈折しない光線３０８ｂと異なり、屈折した光線３１２は目標
物３１０を直接的に照らさず、それによって、光源３０２から目標物３１０によって投げ
掛けられる陰影を低減し、ある場合には除去することになる。
【００４４】
　光の曲げおよび／または屈折は、可視光スペクトルのすべての色においてだけでなく、
赤外線および紫外線など、電磁スペクトルの他の非可視の部分においても起こり得る。
【００４５】
　描写されている例示の実施形態では、目標物３１０は、典型的な鉛直方向の輪郭の人、
または、幅より実質的に大きい高さを有する他の物体であり得る。このような鉛直方向の
輪郭を有する目標物３１０を有する実施形態では、線状のレンズ３０４は、目標物３１０
の高さと平行に延びるように位置させられ得る。したがって、線状のレンズは、目標物の
人の頭から爪先へと延びる同じ方向で配置され得る。
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【００４６】
　一部の実施形態では、２つ以上のレンズシートが、光源３０２と目標物３１０との間、
または、目標物３１０の後のいずれかに位置させられ得る。反射防止層、被覆、メッシュ
カバー、テクスチャ面、または他のオーバーレイが、目標物体から離れる方を向く滑らか
な表面に必要とされてもよく、目標物体を向く反対の側面に必要とされてもよい。
【００４７】
　図３Ｂは、図３Ａに描写されているものと実質的に同様であるが、レンズシートが反対
方向を向いている例示の実施形態の単純化された概略図を描写している。同様の要素は、
それらを図３Ａにおけるそれらの対応部分から区別するために、図３Ｂの符号にアポスト
ロフィ（’）が添えられた同様の符号で特定される。したがって、光源３０２’が、光源
３０２’と目標物３１０’との間に位置させられるレンチキュールレンズであり得るレン
ズ３０４’のシート３０６’に照明を提供している。光源３０２’からの光線３０８’が
レンズシート３０６’を通過し、光線の部分集合がレンチキュールレンズ３０４’から多
数の方向において屈折させられる。
【００４８】
　目標物３１０’による陰影形成の一因となり得る入射光線３０８’がレンズ３０４’に
よって屈折させられる。仮想的な屈折しない光線３０８ｂ’と異なり、屈折した光線３１
２’は目標物３１０’を直接的に照らさず、それによって、光源３０２’から目標物３１
０’によって投げ掛けられる陰影を低減し、ある場合には除去することになる。
【００４９】
　光の曲げおよび／または屈折は、可視光スペクトルのすべての色においてだけでなく、
赤外線など、電磁スペクトルの他の非可視の部分においても起こり得る。描写されている
例示の実施形態では、目標物３１０’は、典型的な鉛直方向の輪郭の人とでき、つまり、
幅より大きい高さを有する。このような鉛直方向の輪郭を有する目標物３１０’を有する
実施形態では、線状のレンズ３０４’は、目標物３１０’の高さと平行に延びるように位
置させられる。したがって、線状のレンズは、目標物の人の頭から爪先へと延びる同じ方
向で配置され得る。
【００５０】
　前景の物体を隠匿する望ましくない副作用は背景を曖昧にすることである。背景の曖昧
化を低減するために、本発明の実施形態は、裏同士を合わせて同じ極性で２つの線状レン
ズシートを位置させることを利用し得る。代替で、他の実施形態が、ダブプリズムレンズ
と同様に振る舞う両側面にレンズを伴って製造された１つのシートを使用する。
【００５１】
　図３Ｃは、裏同士を合わせて同じ極性で２つの線状レンズシートを位置させることで作
られた両側面線状レンズシート１３００を描写している。この構成では、物体の拡大が正
しい場所に現れる。特定の距離ｄを越えると、場所１３１０より遠くで見られる物体は鏡
像で現れることになる。場所１３１０より近くで見られる物体は正しい向きで現れること
になる。
【００５２】
　シートの偏光のため、効果は、反射光線１３０８が場所１３１０において収束するよう
に、裏同士を合わせた複数のレンズ１３０６によって光線１３０４を反射光線１３０８へ
と反射させることである。したがって、同じ極性で延びる物体は視野から除去または低減
でき、特には、見られる物体が鏡像で現れ始める区域において、除去または低減できる。
図３Ｃは水平に延びる裏同士を合わせた複数のレンズ１３０６を示しているが、複数のレ
ンズ１３０６は、鉛直にかまたはある角度で延びてもよく、目標物の隠匿をなおも達成す
る。他の実施形態では、複数のレンズ１３０６を含むシート１３００は、目標物隠匿領域
をより大きくするために湾曲させられ得る。
【００５３】
　図４は、２つ以上のシートを利用する他の実施形態の例示の単純化された概略図を描写
している。図示されているように、光源４０２が、光源４０２と目標物４１０との間に位
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置させられるレンズ４０４の第１のシート４０６に照明を提供する。光源４０２からの光
線４０８がレンズシート４０６を通過し、光線の部分集合がレンチキュールレンズ４０４
から多数の方向において屈折させられる。
【００５４】
　屈折した光線４１２の一部は、第１のシート４０６と目標物４１０との間に位置させら
れるレンズ４０４’の第２のシート４０６’によって再び屈折させられ得る。一部の実施
形態では、第１のレンズシート４０６および第２のレンズシート４０６’だけでなくレン
ズ４０４、４０４’も実質的に同様の構造および光学特性であり得る。
【００５５】
　したがって、第１のシート４０６から屈折した光線４１２は第２のレンズシート４０６
’を通過し、レンズ４０４’の平面で多数の方向においてレンチキュールレンズ４０４’
によって再び屈折させられ、それによって目標物４１０からの陰影を低減または除去する
。
【００５６】
　他の実施形態（明確には示されていない）では、少なくとも１つのレンズシートが、光
源と目標物との間ではなく目標物の傍に位置させられ得る。
【００５７】
実施形態１．１　太陽タワー、管状または円筒状の太陽電池
　関連する実施形態において、レンズシートが、三次元（３Ｄ）太陽タワーの陰影を低減
するために使用されてもよく、ここでは、陰影は太陽パネルの出力を実質的に低下させる
と知られており、さらにはそれらの近接した配置のため、一部のタワーが陰影を近くの他
のタワーに投げ掛ける可能性がある。このような太陽タワーの例は、例えば、非特許文献
１に記載されている。この例示の実施形態では、１つまたは複数のシートまたはレンズが
、この場合では太陽である光源とタワーとの間で、タワーの側面またはタワーの後のいず
れかにおいて、近接するタワーへの陰影を低減または排除するために位置させることがで
きる。
【００５８】
　管状または円筒状の太陽電池の例が知られている。例えば、引用文献３は、円筒形の太
陽電池を説明している。円筒形の太陽電池ユニットは、管状の形または硬い中実の棒の形
のいずれかである基板と、基板において周方向に配置された背後電極と、背後電極におい
て周方向に配置された半導体接合層と、半導体接合部において周方向に配置された透明導
電層とを備える。透明な管状の筐体が円筒形の太陽電池に周方向で配置される。第１のシ
ーラントキャップが透明な管状の筐体の第１の端に密封される。第２のシーラントキャッ
プが透明な管状の筐体の第２の端に密封される。一部の例では、太陽電池ユニットは太陽
電池の一体に合体された構成である。一部の例では、太陽電池ユニットは太陽電池である
。
【００５９】
　引用文献４は、基板を備える太陽電池ユニットを説明しており、複数の光起電池が提供
される。基板は第１の端と第２の端とを有する。基板に線状に配置される複数の光起電池
は、第１の光起電池と第２の光起電池とを備える。複数の光起電池における各々の光起電
池は、（ｉ）基板において周方向に配置された背後電極と、（ｉｉ）背後電極において周
方向に配置された半導体接合層と、（ｉｉｉ）半導体接合部において周方向に配置された
透明導電層とを備える。複数の光起電池における第１の光起電池の透明導電層は、複数の
光起電池における第２の光起電池の背後電極と直列に通電している。
【００６０】
　引用文献５は、（ａ）細長い非平面の基板と、（ｂ）　細長い非平面の基板に配置され
る複数の太陽電池であって、複数の太陽電池における各々の太陽電池が、（ｉ）非平面の
光起モジュールの周りの複数の溝、および、（ｉｉ）光起モジュールの長さに沿っての溝
によって定められる、複数の太陽電池とを備える、長さを有する非平面の光起モジュール
を説明している。一部の実施形態では、光起モジュールについての複数の溝の各々の溝は
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、独立して、繰り返しパターンを有する、非繰り返しパターンを有する、または螺旋であ
る。一部の実施形態では、モジュールは、隣接する太陽電池同士の間に直列の通電を提供
するパターン化された導体をさらに備える。一部の実施形態では、隣接する太陽電池同士
の間に直列の通電を提供するパターン化された導体の一部分は、光起モジュールについて
の複数の溝のうちの溝の中にある。
【００６１】
　円筒の太陽パネルが、管同士の間の隙間を通ってくる光を反射するために、白の塗装が
下にある一連の管の周りに巻き付けられた薄膜太陽パネルを利用できる。レンズシートま
たはレンズが管の第１の層の下に位置させられる。したがって、第１の層は、第１の層の
下にある管の他の第２の層に光を受けさせることができる光の屈折を提供する。第１の層
は、レンチキュールレンズ表面から第１の層の下側へと光を反射もでき、これは、管の各
々の層の間に位置させられるシートまたはレンズを伴う第３または第４の層が、同じ据付
面積を用いつつより大きな出力を許容することを潜在的に可能とする。太陽タワーに適用
されるような上記の例示の実施形態は、「Ｓｙｓｔｅｍ　ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｏｆ　
Ａｍｐｌｉｆｙｉｎｇ　Ｓｏｌａｒ　Ｐａｎｅｌ　Ｏｕｔｐｕｔ」という名称の、本発明
の譲受人に与えられた同時継続出願に開示されており、その内容は全体において本明細書
によって本明細書に組み込まれている。
【００６２】
　上記の実施形態の変形において、線状プリズムシートまたは配列プリズムシートもレン
ズシートの代わりに使用できる。フライアイレンズ配列として知られている小さい球形の
レンズの配列がスクリーンに配置されてもよい。したがって、スクリーンは非常に数多く
の小さい凸レンズを含む。
【００６３】
　太陽熱エネルギー生成に適用される他の実施形態では、電力を発生させるために使用さ
れる蒸気を生成するために、鏡が太陽を追跡して太陽光を中心タワーへと反射させるため
に使用される。鏡同士は離間して位置させられ、そのため、近隣の鏡からの陰影が、タワ
ーに反射させられる光線と干渉しない。これは、陰影の低減または除去のための能力を有
する。鏡同士は一体的により近くに位置させられ、それによってより多くの反射した光を
発生させ、それによって太陽タワーの電力出力を増加させる。
【００６４】
　これらのレンズまたはシートのいずれかにおける反射防止の膜または被覆が、より多く
の光をレンズまたはシートに通過させることで陰影低減を向上させるために使用されても
よい。
【００６５】
実施形態２－光の曲げ
　本発明の他の実施形態によれば、複数のレンズを有する材料が、目標物体の視認可能部
分の少なくとも一部を隠すかまたは隠匿するために使用され得る。隠匿は、電磁波の屈折
を利用することでもたらされる。電磁波の範囲には、可視光の範囲、短波赤外線（ＳＷＩ
Ｒ）の範囲、近赤外線の範囲、近紫外線の範囲、および電磁スペクトルの他の範囲がある
。発明者は、高性能な軍事用ナイトスコープで典型である１．５μｍまたは１５００ｎｍ
の限度を有する領域を伴う、０．９μｍ～１．７μｍ（９００ｎｍ～１７００ｎｍ）の波
長であるＳＷＩＲ範囲において材料が隠匿をもたらすことができることを確かめる実験を
実施している。しかしながら、いずれかの端において材料が隠匿できるスペクトル範囲に
限度は確立できなかった。
【００６６】
　物体自体から発せされる中波赤外光（ＭＷＩＲ）および長波赤外光（ＬＷＩＲ）と異な
り、ＳＷＩＲは、光子が物体によって反射または吸収される可視光と同様であり、高解像
度の映像化に必要とされる強いコントラストを提供する。周囲の星の光、背景の輝き、ま
たは夜光はＳＷＩＲを自然に発し、屋外での夜間の映像化に良好な照明を提供する。材料
は、紫外線（ＵＶ）、可視光（ＶＩＳ）、近赤外線（ＮＩＲ）、およびＳＷＩＲの範囲に
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おいて波を曲げるおよび／または屈折させ、それによって隠匿効果を作り出すために示さ
れている。
【００６７】
　有利には、材料は、ＭＷＩＲおよびＬＷＩＲの範囲において、材料の後の隠れている目
標物からの熱シグネチャまたは熱放射の伝達を阻止もする。熱放射は、絶対零度より高い
温度において、つまり、Ｔ＞０ケルビン、Ｔ＞－２７３．１５℃、またはＴ＞華氏－４５
９．６７度の任意の温度において、物質から発せされる電磁放射である。
【００６８】
　材料は、熱を目標物から得るほど十分に目標物に近くない場合、材料の周囲の領域の周
囲温度を示す。材料は、熱を得ないように目標物から離して位置させられる場合、ＭＷＩ
ＲおよびＬＷＩＲの範囲における目標物からの熱シグネチャの伝達を阻止するために示さ
れている。別の言い方をすれば、材料がＵＶ、ＶＩＳ、ＮＩＲ、およびＳＷＩＲの範囲に
おける電磁波を屈折する間、材料は、熱を得ないように目標物から離して位置させられる
場合、ＭＷＩＲおよびＬＷＩＲの範囲における目標物からの熱シグネチャの伝達を実際に
阻止する。
【００６９】
　これは、最新の暗視装置がＮＩＲまたはＳＷＩＲを熱シグネチャとしばしば組み合わせ
ており、「融合暗視」装置として軍事的に知られているため、重要である。融合暗視装置
は、現在の技術と対抗するのが非常に難しいが、本発明の実施形態の例示の材料は、融合
暗視装置による検出から目標物を隠匿することができる。熱スペクトルが阻止され、それ
によって目標物の熱シグネチャを例示の材料の後に隠す。
【００７０】
　材料におけるレンズは、後に記載されているように光を屈折させるために適切な手法で
配置される凸レンズ、レンチキュールレンズ、または他の種類のレンズであり得る。材料
を利用することによる観察者からの目標物の少なくとも一部分の隠匿は、多くの用途を有
している。当業者によって理解されるように、この性質は、建築、芸術、エンターテイメ
ント、視覚的緩和、隠匿、およびシグネチャ管理を含む有益な使用を有する。
【００７１】
　先に述べているように、陰影低減に加えて、レンチキュールレンズ、またはレンチキュ
ールレンズのシートが、観察者からの目標物の隠匿に使用され得る。
【００７２】
実施形態２．１－模倣された３Ｄ映像
　レンチキュールレンズは、シートの背面の後に接して位置させられるように現れる特別
な印刷された映像の模倣された三次元映像を作り出すためにも使用できる。映像は物理的
にはシートのすぐ後ろに表示されないが、レンズは、レンズまたはシートの後となるよう
に映像が現れる光学的効果または光学的錯覚を観察者に作り出す。
【００７３】
　図５は、模倣された三次元効果を伴う表示を作り出すために使用される構成を描写して
いる。視野角５３８を有するいくつかのレンチキュールレンズ５３４から作られたレンズ
シート５３０が、模倣された３Ｄ効果を伴う表示を作り出すために使用されている。レン
チキュールレンズ５３４は、図５に描写されている例示の実施形態に示されているように
、シート５３０の滑らかな後側５３６のすぐ後ろに接して位置させられ得る特別な印刷さ
れた映像５３２から光を受ける。
【００７４】
実施形態２．２－平坦なシートを使用する隠匿
　１つまたは複数のレンチキュールシートを視認者に対して目標物の前または周りに位置
させることで、目標物体の映像またはシグネチャが、目標物とレンチキュールシートとの
間の適切な隔離距離で劇的に低減または排除さえされ得る。隔離距離は、使用されるレン
ズの種類、レンズの角度、および、１平方インチあたりで典型的には特定されるレンズの
周波数を考慮して計算または算出され得る。
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【００７５】
　シートが平坦であって目標物と視認者との間に配置される場合、効果は屈折である。レ
ンズは光を目標物体のいずれかの側面の後から案内する。目標物はレンチキュールシート
から十分に離れている場合、最小のシグネチャだけが感知される、または、映像が観察さ
れる。目標物体をさらに後に移動させることで、または、レンチキュールシートを視認者
のより近くに移動させることで、目標物からのシグネチャを全体で排除し、隠匿を効果的
に達成できる、または、視認不可能性をほぼ効果的に達成できる。
【００７６】
　図６は、本発明の例示の実施形態の単純化された概略的な図を描写している。目標物６
０２から光線が、視認者６１０と目標物６０２との間に位置させられたレンズ６０４のシ
ート６０６を通過する。目標物６０２からの光線は、レンズシート６０６を通過するとき
、レンチキュールレンズ６０４によって多数の方向において屈折させられる。屈折した光
線６０９は死角６０３を作り出すことで目標物６０２を隠匿するのを助け、それによって
、視認者６１０の光景から目標物６０２の映像を低減し、ある場合には除去する。
【００７７】
実施形態２．３－湾曲したシートを使用する隠匿
　レンズシートが目標物の周りで湾曲されている場合、実演される光学的な効果は、観察
者が円筒の外部から見ることで知覚されるとき、目標物の周りで光を曲げることを模倣す
るような、目標物の周りでの光の曲げ、または、内部における目標物からの光の屈折／分
散である。
【００７８】
　図７は、目標物７１０の周りで円筒状の壁７１４へと湾曲させられたレンズシートの単
純化されたブロック図の平面視を描写している。円筒状の壁７１４は、レンチキュールレ
ンズの大きなレンチキュールシートを半径Ｒの円筒の形へと巻くことで形成され得る。
【００７９】
　円筒状の壁７１４の中心は、目標物７１０の視認性を効果的に隠匿するために、または
実質的に低減するために、観察者７０２の目（一定の縮尺で描写されていない）と目標物
７１０との間で適切な隔離距離Ｄに位置させられている。目標物７１０は、円筒状の壁７
１４から離れて、円筒に成形されたシートの中央に位置させられている。
【００８０】
　入射光線７１２によって横断される経路が図７において見られる。シートが目標物７１
０の周りで湾曲されているため、効果は目標物７１０の周りで光を効果的に曲げることで
ある（例えば、屈折／分散することを用いて）。壁７１４の内部での光線７０８の屈折、
反射、および分散は、円筒状の壁７１４の外部から見る観察者７０２によって知覚される
とき、目標物７１０の周りで光を曲げることを模倣している。
【００８１】
　本発明者は、目標物が視認者の反対の円筒の側の外部にある場合、目標物を見ることが
できない円筒の近くの領域があることを見出した。
【００８２】
実施形態２．４－鉛直方向の輪郭を伴う物体の隠匿
　図８は、視認者８０８と目標物８１０との間に位置させられているいくつかの線状レン
ズ８０４から作られたレンズシート８０２を描写している。レンチキュールレンズ８０４
は、目標物８１０、つまり、Ｙ方向に沿って立つ人と同じＹ方向に延びる長さを有する。
レンズシート８０２は、描写されているように、Ｘ－Ｙ平面に位置する。図８に描写され
ているような配置を使用すると、屈折した光線８０６は目標物８１０を視認者８０８から
隠匿する。
【００８３】
　先に述べているように、目標物８１０が、鉛直方向の輪郭、つまり、Ｘ方向に沿っての
幅より大きいＹ方向に沿っての高さを有する場合、線状レンズは隠匿を向上させるために
同じＹ方向に沿って延びるべきである。これは、図９に描写されている対照的な状況で示
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されている。
【００８４】
　図９は、図８と同様であるが、目標物９１０が水平方向の輪郭を有している他の配置を
示している。図示されているように、いくつかの線状レンズ９０４から作られたレンズシ
ート９０２が、視認者９０８と目標物９１０との間に位置させられている。線状レンズ９
０４はＹ方向に延びる長さを有するが、目標物９１０、つまり車両は、Ｙ方向における高
さより大きいＸ方向に沿っての幅を有する。
【００８５】
　レンズシート９０２は、描写されているように、Ｘ－Ｙ平面に位置する。図９に描写さ
れているような配置を使用することで、映像９１２がなおも視認可能であり得るため、屈
折した光線９０６は目標物９１０を視認者９０８から完全に隠匿することができない可能
性がある。高さより大きい幅を有する目標物９１０をより良好に隠匿するために、レンズ
シート９０２はレンチキュールレンズが水平に延びるように回転させることができる。
【００８６】
実施形態２．５－プリズムシート
　他の実施形態では、目標物を光景から除去する同様の効果が、２つの角度または１つの
角度のプリズムシートで遂行できる。図１０は、いくつかの１つの角度のプリズムレンズ
１００２から作られたプリズムシート１０００を描写している。プリズムレンズは１つの
角度１００４において直角に角度付けされている。
【００８７】
　図１１は、いくつかの１つの角度のプリズムレンズ１００２から作られた図１０のプリ
ズムシート１０００の平面図を描写している。プリズムレンズは、角度１００４において
示されているように、直角に角度付けされている。光線１１０２の屈折は、目標物１１０
６を観察者１１０８から隠匿するかまたは隠すのを助ける。反対の角度でのレンズの第２
のセットが、目標物１１０６をシート１０００の中央に隠すために右へと続き得る。
【００８８】
　なおも他の実施形態では、目標物を光景から除去する同様の効果が、２つの角度のプリ
ズムシートで遂行できる。図１２は、いくつかの２つの角度のプリズムレンズ１２０２か
ら作られたプリズムシート１２００を描写している。図１０または図１１と異なり、プリ
ズムレンズに直角がない。
【００８９】
　図１３は、図１２のプリズムシート１２００の平面図を描写している。見て取れるよう
に、プリズムシート１２００はいくつかの２つの角度のプリズムレンズ１２０２から作ら
れている。プリズムシート１２００は観察者１２０８と目標物１２１０との間に配置され
ている。
【００９０】
　描写されているような光線１２０６の屈折は、目標物１２１０を観察者１２０８から隠
匿するかまたは隠すのを助ける。屈折させられていない他の光線１２０４の軌跡は変化し
ないままであり、したがって、目標物１２１０の隠匿に寄与することも邪魔することもな
い。
【００９１】
実施形態２．６－裏同士を合わせた線状レンズシート
　先に言及したように、前景の物体を隠匿する望ましくない副作用は背景を曖昧にするこ
とである。背景の曖昧化を低減するために、本発明の実施形態は、ダブプリズムレンズを
利用し得る。
【００９２】
　図１４はダブプリズムレンズシート１４００を描写しており、場所１４０２における視
認者がレンズシート１４００からある距離において物体を見ている。シート１４００と場
所１４１０との間に位置させられた目標物体は、場所１４０２において視認者に正しい配
向で現れる。しかしながら、場所１４１０よりシート１４００から遠くに離れた物体は鏡
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像で現れることになる。
【００９３】
　シートの偏光のため、効果は、反射光線１４０８が場所１４１０において収束するよう
に、光線１４０４をプリズム１４０６によって反射光線１４０８へと反射させることであ
る。したがって、同じ極性で延びる物体は視野から除去または低減でき、特には、見られ
る物体が鏡像で現れ始める、場所１４１０よりレンズシート１４００から遠くに離れた区
域の周りにおいて、除去または低減できる。
【００９４】
　負の屈折は、自然には通常は起こらない光の異常な曲げである。負の誘電率および透過
性を伴う材料が負の屈折率を持つことが分かっている。このような材料は、メタマテリア
ル、つまり、波長未満の尺度で周期的な共鳴電磁構造の形態で最近構築されており、均質
な光学媒体として作用する。レンズなどの光線光学部品が小形化され、周期的に配置され
得る。このような周期的な配置の単純な組み合わせが使用できるが、これらはメタマテリ
アルではない。メタマテリアルは、通過する光波にまるで不均質媒体のように影響を与え
る。しかしながら、メタマテリアルは均質媒体のように光線に影響を与えることができる
。この意味において、メタマテリアルは光線光学メタマテリアルであるとみなすことがで
きる。
【００９５】
実施形態２．７－オフセットのある両側面レンズシート
　図１５は、本発明の実施形態の例示のオフセットのある両側面レンズシート１５００を
描写している。図１５の実施形態を使用する目標物隠匿および陰影低減の例示の方法が、
シートの両側にレンチキュールレンズを有する両側面レンズシート１５００を視認者と隠
匿される目標物体との間に位置させることを伴う。
【００９６】
　図１５の実施形態では、両側面レンズシート１５００の反対側における対応するレンズ
（レンズ１５１２およびレンズ１５１４など）が、互いにオフセットした関係を有する千
鳥の様態で配置されていることが見て取れる。オフセット距離は図１５においてΔｘとし
て描写されている。オフセット距離Δｘは０＜Δｘ＜Ｈの範囲とでき、ここでＨは、図１
５に示されているようなレンチキュールレンズの高さ（または、レンズが半円筒形である
場合には直径）である。
【００９７】
　両側面レンズシート１５００を通過する目標物体からの光線は、目標物体の視認性およ
び目標物の陰影における実質的な低減という効果を伴って、多数の方向において屈折させ
られる。
【００９８】
　この配置では、場所１５１０を越えて見たときの特定の距離ｄにおける物体は鏡像で現
れることになる。シートの偏光のため、効果は、光線が他の同様に反射した光線と共に場
所１５１０において収束するように、裏同士を合わせた複数のレンズ１５０６、１５０７
によって光線を反射させることである。
【００９９】
　鏡像を是正するための１つの方法は、レンズシート１５００に近接して両側面レンズを
配置することである。このような配置は図１６、図１７、図１８、および図１９に示され
ている。オフセットは、レンズが鉛直に延びている場合、背景の光景を左または右に移し
変えることになる。
【０１００】
　図３Ｃ、図１４、および図１５の実施形態では、目標物は、目標物がより遠くにある場
合、つまり、それぞれの場所１３１０、１４１０、または１５１０を越えて右にある場合
、鏡像で現れることになる。
【０１０１】
　理解され得るように、集束場所１５１０は、レンズがオフセットしておらず一列である
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図３Ｃの実施形態に対応する集束場所１３１０’と異なる位置にある。集束場所１３１０
’と集束場所１５１０とは異なる場所にあるが、レンズシート１５００の場所から同じ距
離ｄにおいてレンズシート１５００と平行な同じ平面上または実質的に同じ平面上に残っ
ていることは、留意されるものである。
【０１０２】
　集束場所１５１０は、オフセット距離Δｘによって制御され得る。後で説明されるよう
に、両側面レンズシートを作る特定の方法（例えば、２つの片側面レンズシートの間に水
を加える）は、オフセット距離Δｘを比較的容易に変化させることができ、これは、距離
ｄおよび他の因子に依存する特定の文脈で記載されている実施形態の適応を可能にする。
【０１０３】
　したがって、同じ極性を有する物体、具体的には、場所１５１０の周りの区域で見られ
る物体は、視認性が除去または低減され得る。図１５は水平に延びるレンズ１５０６を示
しているが、当業者によって理解されるように、レンズ１５０６は、鉛直またはある角度
で延びてもよく、目標物の隠匿をなおも達成できる。他の実施形態では、複数のレンズ１
５０６を含むシート１５００と同様のシートが、目標物隠匿領域をより大きくするために
湾曲させられ得る。このオフセットは、レンズ極性が鉛直である場合、背景および目標物
を左または右へと移し変える能力を提供し、移し変えが十分に大きい場合、目標物は光景
から除去される。
【０１０４】
実施形態２．８－オフセットのある両側面レンズシートおよび一列となる両側面レンズシ
ート
　図１６は、本発明の実施形態の例示の第１のシート１６００Ａおよび第２のシート１６
００Ｂ（集合的にシート１６００）として描写されている近接して配置された２つの両側
面レンズシートを示している。図１６の実施形態を使用する目標物隠匿および陰影低減の
方法は、両方の側面にレンズを各々が有するこれらの２つの両側面レンズシート１６００
を視認者と隠匿される目標物体との間に位置させることを伴う。
【０１０５】
　図１６の実施形態では、オフセットのある両側面レンズシート１６００Ａの反対側にお
ける対応するレンズ（例えば、レンズ１６１２およびレンズ１６１４）が、互いにオフセ
ットした関係を有する千鳥の様態で配置されていることが見て取れる。しかしながら、第
２の両側面レンズシート１６００Ｂの反対側における対応するレンズが互いと並ぶように
配置されている。
【０１０６】
　したがって、一列となる両側面レンズシート１６００Ｂの反対側における対応するレン
ズは、シートの上部または下部に対して同じ距離にある。当然ながら、レンズが鉛直に配
置されている鉛直に偏光させられる実施形態では、一列となる両側面レンズシートの両側
における対応する鉛直のレンズは、シートの左または右に対して同じレベルまたは高さと
なる。
【０１０７】
　この実施形態は、隠匿される物体の後の背景の情景を、鏡像を作り出すことなく正確に
提示するという利点を有する。オフセットのある両側面レンズシート１６００Ａおよび一
列となる両側面レンズシート１６００Ｂを通過する目標物体からの光線は、目標物体の視
認性または目標物体の陰影を実質的に低減する角度で屈折および／または反射させられる
。
【０１０８】
　この配置では、図３Ｃの実施形態と対照的に、特定の距離ｄにおける物体は、場所１６
１０において見られるとき、鏡像で現れない。シート１６００におけるレンズの偏光のた
め、効果は、レンズが一列である図３Ｃの実施形態と異なり、オフセットしているレンズ
１６０６、１６０７によって光線を反射光線へと反射することである。
【０１０９】
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　任意の極性の物体が、角度を移し変えて物体（および周囲の背景）を視界から除去する
ことで、または、中立区域を利用することで、視認性において除去または低減させること
ができ、同じ極性の物体は、図２０、図２１、および図２２において検討される光景から
低減または除去され得る。反対である極性の物体も、物体の幅がこれらの中立区域におい
て隠すことができる場合、視認性において除去または低減され得る。
【０１１０】
　図１６は水平に延びる複数のレンズ１６０６、１６０７を示しているが、複数のレンズ
は、鉛直にかまたはある角度で延びてもよく、目標物の隠匿をなおも達成する。他の実施
形態では、複数のレンズを含むシート１６００と同様のシートが、目標物隠匿領域をより
大きくするために湾曲させられ得る。
【０１１１】
実施形態２．９－オフセットのある両側面レンズシートと、一列となる両側面レンズシー
トとの間の外部でのオフセット
　図１７Ａは、本発明の他の実施形態の例示の第１のシート１７００Ａおよび第２のシー
ト１７００Ｂ（集合的にシート１７００）として描写されている近接して配置された２つ
の両側面レンズシートを示している。図１７Ａの実施形態を使用する目標物隠匿および陰
影低減の方法は、両方の側面にレンズを各々が有するこれらの２つの両側面レンズシート
１７００を視認者と隠匿される目標物体との間に位置させることを伴う。この実施形態は
、図１６の実施形態と同じ効果を有することが分かっている。
【０１１２】
　図１７Ａの実施形態では、オフセットのある両側面レンズシート１７００Ａの反対側に
おける対応するレンズ（例えば、レンズ１７０６およびレンズ１７０７）が、互いにオフ
セットした関係を有する千鳥の様態で配置されていることが見て取れる。しかしながら、
第２の両側面レンズシート１７００Ｂの反対側における対応するレンズが互いと並ぶよう
に配置されている。
【０１１３】
　したがって、両側面レンズシート１７００Ａ、１７００Ｂのそれぞれにおける対応する
レンズ１７１４、１７１５は、共通の下部に対して異なる距離にあり、したがって外部で
オフセットしている、または千鳥とされている。当然ながら、レンズが鉛直に配置されて
いる鉛直に偏光させられる実施形態では、一列となる両側面レンズシートの両側における
対応する鉛直のレンズは、シートの左または右に対して同じレベルまたは高さとなる。
【０１１４】
　この実施形態は、隠匿される物体の後の背景の情景を、鏡像を作り出すことなく正確に
提示するという利点を有する。
【０１１５】
　オフセットのある両側面レンズシート１７００Ａおよび一列となる両側面レンズシート
１７００Ｂを通過する目標物体からの光線は、目標物体の視認性または目標物体の陰影を
実質的に低減する角度で屈折および／または反射させられる。
【０１１６】
　この配置では、図３Ｃの実施形態と対照的に、特定の距離ｄにおける物体１７０２は、
場所１７１０において見られるとき、鏡像で現れない。シート１７００Ａ、１７００Ｂの
偏光および配置のため、効果は、物体１７０２が正しい配向で観察されるように、裏同士
を合わせた複数のレンズ１７０６、１７０７によって光線を反射または屈折することであ
る。
【０１１７】
　任意の極性の物体が、角度を移し変えて物体（および周囲の背景）を視界から除去する
ことで、または、中立区域を利用することで、視認性において除去または低減させること
ができ、同じ極性の物体は、図２０、図２１、図２２を参照して検討される光景から低減
または除去され得る。反対である極性の物体も、物体の幅がこれらの中立区域において隠
すことができる場合、視認性において除去または低減され得る。図１７は水平に延びる複
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数のレンズ１７０６、１７０７を示しているが、複数のレンズは、鉛直にかまたはある角
度で延びてもよく、目標物の隠匿をなおも達成する。他の実施形態では、複数のレンズを
含むシート１７００と同様のシートが、目標物隠匿領域をより大きくするために湾曲させ
られ得る。
【０１１８】
　図１７Ａの実施形態は、図１７Ａの実施形態ではレンズシート１７００Ａ、１７００Ｂ
のそれぞれの対応するレンズ１７１４、１７１５が外部でオフセットした関係にある場合
でも、図１６の実施形態と同様の効果を有することが分かっている。
【０１１９】
　図１７Ｂは、本発明の他の実施形態の例示の第１のシート１７００Ｃおよび第２のシー
ト１７００Ｄ（集合的にシート１７００’）として描写されている近接して配置された２
つの両側面レンズシートを示している。図１７Ｂの実施形態は、両方の両側面レンズシー
ト１７００Ｃ、１７００Ｄがオフセットした関係で配置されている反対の側面において対
応するレンズを有することを除いて、図１７Ａの実施形態と同様である。つまり、図１７
Ｂの実施形態では、両方のシートにおいて、シート１７００Ｃ、１７００Ｄの反対側にお
ける対応するレンズ（例えば、レンズ１７０６’およびレンズ１７０７’）が、互いにオ
フセットした関係を有する千鳥の様態で配置されていることが見て取れる。これは、シー
ト１７００Ａのみがオフセットした関係を有する一方でシート１７００Ｂが一列の配置を
有する図１７Ａの実施形態と対照的である。
【０１２０】
　図１７Ｂの実施形態を使用する目標物隠匿および陰影低減の方法は、両方の側面にレン
ズを各々が有するこれらの２つの両側面レンズシート１７００’を視認者と隠匿される目
標物体との間に位置させることを伴う。この実施形態は、図１６の実施形態と同じ効果を
有することが分かっている。
【０１２１】
　両側面レンズシート１７００Ｃ、１７００Ｄのそれぞれにおける対応するレンズ１７１
４’、１７１５’は、共通の下部に対して異なる距離とでき、したがって外部でオフセッ
トし得る、または千鳥とされ得る。当然ながら、レンズが鉛直に配置されている鉛直に偏
光させられる実施形態では、一列となる両側面レンズシートの両側における対応する鉛直
のレンズは、シートの左または右に対して同じレベルまたは高さとなる。
【０１２２】
　この実施形態は、隠匿される物体の後の背景の情景を、鏡像を作り出すことなく正確に
提示するという利点も有する。
【０１２３】
　オフセットのある両側面レンズシート１７００Ｃ、１７００Ｄを通過する目標物体から
の光線は、多数の方向において屈折および／または反射させられ、目標物体の視認性また
は目標物体の陰影を実質的に低減する。
【０１２４】
　この配置では、図３Ｃの実施形態と対照的に、特定の距離ｄにおける物体１７０２’は
、場所１７１０’において見られるとき、鏡像で現れない。シート１７００Ｃ、１７００
Ｄの偏光および配置のため、効果は、物体１７０２’が正しい配向で観察されるように、
裏同士を合わせた複数のレンズ１７０６’、１７０７’によって光線を反射または屈折す
ることである。
【０１２５】
実施形態２．１０－並べられた２つの一列となる両側面レンズシート
　図１８は、本発明の他の実施形態の例示の第１のシート１８００Ａおよび第２のシート
１８００Ｂ（集合的にシート１８００）として描写されている近接して配置された２つの
両側面レンズシートを示している。図１８の実施形態を使用する目標物隠匿および陰影低
減の方法は、両方の側面にレンズを各々が有するこれらの２つの両側面レンズシート１８
００を視認者と隠匿される目標物体との間に位置させることを伴う。この実施形態も、異
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なる角度で図１６の実施形態と同様の効果を有することが分かっている。
【０１２６】
　図１８の実施形態では、オフセットのある両側面レンズシート１８００Ａの反対側にお
ける対応するレンズ（例えば、レンズ１８１２およびレンズ１８１４）が外部でのオフセ
ットのない状態で並べられていることが見て取れる。両側面レンズシート１８００Ａ、１
８００Ｂの反対側における対応するレンズが互いと並ぶように配置されている。
【０１２７】
　したがって、一列となる両側面レンズシート１８００Ａ、１８００Ｂの反対側における
対応するレンズは、シートの上部または下部に対して同じ距離にある。当然ながら、レン
ズが鉛直に配置されている鉛直に偏光させられる実施形態では、一列となる両側面レンズ
シートの両側における対応する鉛直のレンズは、シートの左または右に対して同じレベル
または高さとなる。
【０１２８】
　この実施形態は、隠匿される物体の後の背景の情景を、鏡像を作り出すことなく正確に
提示するという利点を有する。
【０１２９】
　この配置では、図３Ｃの実施形態と対照的に、特定の距離ｄにおける物体１８０２は、
場所１８１０において見られるとき、鏡像で現れない。シート１８００Ａ、１８００Ｂの
偏光のため、効果は、物体１８０２が正しい配向で観察されるように、裏同士を合わせた
複数のレンズ１８０６、１８０７によって光線を反射または屈折することである。
【０１３０】
　同じ極性の物体が、中立区域を利用することで視認性において除去または低減でき、こ
れは図２０、図２１、図２２を参照して検討される。反対である極性の物体も、物体の幅
がこれらの中立区域において隠すことができる場合、視認性において除去または低減され
得る。図１８は水平に延びる複数のレンズ１８０６、１８０７を示しているが、複数のレ
ンズは、鉛直にかまたはある角度で延びてもよく、目標物の隠匿をなおも達成する。他の
実施形態では、複数のレンズを含むシート１８００と同様のシートが、目標物隠匿領域を
より大きくするために湾曲させられ得る。
【０１３１】
　図１８の実施形態は、図１８の実施形態ではレンズシート１８００Ａ、１８００Ｂのそ
れぞれの対応するレンズ１８１４、１８１５が外部でオフセットした関係にある場合でも
、異なる角度で図１６の実施形態と同様の効果を有することが分かっている。
【０１３２】
実施形態２．１１－外部でのオフセットを伴う２つの一列となる両側面レンズシート
　図１９は、本発明の他の実施形態の例示の第１のシート１９００Ａおよび第２のシート
１９００Ｂ（集合的にシート１９００）として描写されている近接して配置された２つの
両側面レンズシートを示している。図１９の実施形態を使用する目標物隠匿および陰影低
減の方法は、両方の側面にレンズを各々が有するこれらの２つの両側面レンズシート１９
００を視認者と隠匿される目標物体との間に位置させることを伴う。この実施形態も、異
なる角度で図１６の実施形態と同じ効果を有することが分かっている。
【０１３３】
　図１９の実施形態では、両側面レンズシート１９００Ａ、１９００Ｂは外部でのオフセ
ットを有すること、つまり、対応するレンズ（例えば、レンズ１９１５およびレンズ１９
１４）が並べられないようにオフセットされていることが見て取れる。
【０１３４】
　同じレンズシート１９００Ａの反対側における（または、レンズシート１９００Ｂ内の
）対応するレンズは、シートの上部または下部に対して同じ距離にある。当然ながら、レ
ンズが鉛直に配置されている鉛直に偏光させられる実施形態では、一列となる両側面レン
ズシートの両側における対応する鉛直のレンズは、シートの左または右に対して同じレベ
ルまたは高さとなる。
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【０１３５】
　この実施形態は、隠匿される物体の後の背景の情景を、鏡像を作り出すことなく正確に
提示するという利点も有する。
【０１３６】
　この配置では、図３Ｃの実施形態と対照的に、特定の距離ｄにおける物体１９０２は、
場所１９１０において見られるとき、鏡像で現れない。シート１９００Ａ、１９００Ｂの
偏光のため、効果は、物体１９０２が正しい配向で観察されるように、裏同士を合わせた
複数のレンズ１９０６、１９０７によって光線を反射または屈折することである。
【０１３７】
　同じ極性の物体が、中立区域を利用することで視認性において除去または低減でき、こ
れは図２０、図２１、図２２を参照して検討される。反対である極性の物体も、物体の幅
がこれらの中立区域において隠すことができる場合、視認性において除去または低減され
得る。図１９は水平に延びる複数のレンズ１９０６、１９０７を示しているが、複数のレ
ンズは、鉛直にかまたはある角度で延びてもよく、目標物の隠匿をなおも達成する。他の
実施形態では、複数のレンズを含むシート１９００と同様のシートが、目標物隠匿領域を
より大きくするために湾曲させられ得る。
【０１３８】
　図１９の実施形態は、図１９の実施形態ではレンズシート１９００Ａ、１９００Ｂのそ
れぞれの対応するレンズ１９１４、１９１５が外部でオフセットした関係にある場合でも
、異なる角度で図１６の実施形態と同様の効果を有することが分かっている。
【０１３９】
　機能しているとき、図３Ｃ、図１４、図１５、図１６、図１７Ａ、図１７Ｂ、図１８、
および図１９に描写されている実施形態のすべてが、視認者の視点から融合された繰り返
しの映像を作り出す能力によって特徴付けられ得る。
【０１４０】
　例が図２０に示されている。レンズシート２００２が、旗棒２００６を描写している背
景の情景２０１０と視認者との間に配置されている。シート２００２を通して見られた映
像は、背景の情景２０１０の繰り返しの一部分同士を融合することで形成されている。旗
棒２００６は、複数の中立区域２００４と繰り返し区域２００８とから作られる見られる
映像内の予測される場所において視認できない。
【０１４１】
　この繰り返しパターンを達成するために、１つの特定の実施形態において、２つの異な
る種類のレンズがシート２００２において裏同士を合わせて使用され、そこでは、レンチ
キュール同士は異なる視野角を有し、一方は４２度（４２°）を伴い、他方は３０度（３
０°）を伴う。視野角は図２において概念的に示されている。
【０１４２】
　この手法で配置されたレンチキュールは、同じ背景の若干異なる視点を各々が伴う一連
の重複または繰り返しの部分映像を作り出す。繰り返しの部分映像は、幅が約１インチま
たは２インチである場所において融合し、中立区域２００４として図２０において特定さ
れている視認可能な映像の左側および右側から成る曖昧な表示である。これらの中立区域
２００４は、繰り返すこれらの部分映像の左寄り部分および右寄り部分の融合領域である
。
【０１４３】
　中立区域２００４における目標物体は光景から隠される。これは図２１および図２２に
よりはっきりと示されている。
【０１４４】
　図２１は、背景の情景２１０６と視認者との間に配置された１つまたは２つの両側面レ
ンズシートから作られたレンズシート２１０２を描写している。使用されるレンチキュー
ルレンズは、いずれの側面でも同じＬＰＩおよび同じ視野角のものである。シート２１０
２を通して見られた映像は、背景の情景２１０６の一部分同士を一体に融合することで形
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成されている。見られる映像は中立区域２１０４を含む。手などの目標物体がレンズシー
ト２１０２の非常に近くに持って来られる場合、手の映像２１０８として一部視認可能と
なる。しかしながら、図２２に描写されているように、手がレンズシートから離れるよう
に移動させられるとき、手は中立区域２２０４において隠される。
【０１４５】
　図２２は、背景の情景２２０６と視認者との間に配置されているレンズシート２２０２
を描写している。シート２２０２を通して見られた映像は、背景の情景２２０６の一部分
同士を一体に融合することで形成されている。見られる映像は中立区域２２０４を含む。
ここで、目標物体（例えば、手）はレンズシート２２０２から離して保たれており、した
がって中立区域２２０４内に隠されている。
【０１４６】
　レンズシート２２０２の材料は、これらの繰り返される部分映像を達成するためにオフ
セットしている必要はない。したがって、繰り返す部分映像の同様の効果が、図１６、図
１７Ａ、図１８、または図１９において描写された実施形態を用いて実現できる。
【０１４７】
　図３Ｃ、図１４、図１５、図１６、図１７、図１８、図１９の実施形態との関連で、図
２０～図２２（これらでは部分映像が鉛直方向において繰り返している）の描写が頭上か
らの図として最も良く理解されることは、留意されるべきである。
【０１４８】
　そうでない場合、レンズが水平に配置される実施形態では、これらの部分映像は代わり
に他のものに重ねられて水平に繰り返されることになり、そのため、例えば、１つの部分
映像における空の部分が、隣接する部分映像の地面の部分の下に示されることになる。
【０１４９】
　特有の部分組み合わせにおける上記の実施形態の多くのバージョンの変形が以下におい
て検討される。
【０１５０】
バージョン１
　図２３ａ～図２３ｂはそれぞれ、観察者と背景との間に配置された片側面レンズシート
の立面視および平面視での単純化された概略図である。ここでは背景は曖昧である。
【０１５１】
バージョン２
　図２４ａ～図２４ｂはそれぞれ、観察者と背景との間に配置された両側面レンズシート
の立面視および平面視での単純化された概略図である。このレンズシートを通して見られ
る背景は鏡像の配向を有し、観察者の移動に対して敏感でもある。
【０１５２】
バージョン３
　図２５ａ～図２５ｂはそれぞれ、観察者と背景との間に配置された２つの両側面レンズ
シートの立面視および平面視での単純化された概略図である。このレンズシートを通して
見られる背景も正しい配向を有し、観察者の移動に適応する。
【０１５３】
バージョン４
　図２６ａ～図２６ｂはそれぞれ、２つの側面が異なるＬＰＩを有する、観察者と背景と
の間に配置された両側面レンズシートの立面視および平面視での単純化された概略図であ
る。より大きなレンズ（例えば、７５ＬＰＩ）は目標物に近く、より小さいレンズ（１０
０ＬＰＩ）は視認者により近い。見られる映像は鏡像の配向であるが、図２４ａ～図２４
ｂのレンズシートより広い視界を有する。
【０１５４】
バージョン５
　図２７ａ～図２７ｂはそれぞれ、２つの側面が異なるＬＰＩを有する、観察者と背景と
の間に配置された他の両側面レンズシートの立面視および平面視での単純化された概略図
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である。より大きなレンズ（例えば、７５ＬＰＩ）は視認者に近く、より小さいレンズ（
１００ＬＰＩ）は目標物により近い。実施形態におけるこの光景は正しい配向であるが、
図２５ａ～図２５ｂより小さい視界によって特徴付けられ、観察者の移動に対して敏感で
ある。このバージョンは、複数の映像のアーチファクトを相殺するために視認者に向けて
湾曲させられ得る。視認者がレンズシートに近くなりすぎる場合、視認者がレンズシート
の視認者の側面での光線の集束区域に入ると映像の壁が正しい配向へと瞬時に戻る。
【０１５５】
バージョン６
　図２８ａ～図２８ｂはそれぞれ、各々のシートの２つの側面が異なるＬＰＩを有する、
観察者と背景との間に配置された２つの両側面レンズシートの立面視および平面視での単
純化された概略図である。これは、互いに近接して配置された図２６ａ～図２６ｂにおけ
る実施形態の２つと同等である。視認者の側面における各々のシートのレンズはより小さ
くでき（例えば、１００ＬＰＩ）、一方で、背景または目標物の側面における各々のシー
トのレンズはより大きくできる（例えば、７５ＬＰＩ）。このレンズシートを通して見ら
れる背景も正しい配向を有し、観察者の移動に適応する。
【０１５６】
バージョン７
　図２９ａ～図２９ｂはそれぞれ、各々のシートの２つの側面が異なるＬＰＩを有する、
観察者と背景との間に配置された２つの両側面レンズシートの立面視および平面視での単
純化された概略図である。これは、互いに近接して配置されたバージョン５における実施
形態の２つと同等である。視認者の側面における各々のシートのレンズはより大きくでき
（例えば、７５ＬＰＩ）、一方で、背景または目標物の側面における各々のシートのレン
ズはより小さくできる（例えば、１００ＬＰＩ）。このバージョンの正しい配向では、正
しい視点が複数の映像のアーチファクトなしで達成され得る。
【０１５７】
バージョン８
　図３０ａ～図３０ｂはそれぞれ、各々のシートの２つの側面が異なるＬＰＩを有する、
観察者と背景との間に配置された２つの両側面レンズシートの立面視および平面視での単
純化された概略図である。外側のレンズは小さく（例えば、１００ＬＰＩ）、内側のレン
ズはより大きくなっている（例えば、７５ＬＰＩ）。このバージョンは鏡像の配向を表示
し、複数の映像を表示することができる。このバージョンは、鏡像または複数の（繰り返
しの）アーチファクトを相殺するために湾曲させることはできない。
【０１５８】
バージョン９
　図３１ａ～図３１ｂはそれぞれ、各々のシートの２つの側面が異なるＬＰＩを有する、
観察者と背景との間に配置された２つの両側面レンズシートの立面視および平面視での単
純化された概略図である。内側のレンズは小さく（例えば、１００ＬＰＩ）、外側のレン
ズはより大きくなっている（例えば、７５ＬＰＩ）。このバージョンは複数の映像を表示
できる。このバージョンは、複数の映像のアーチファクトを相殺するために湾曲させるこ
とはできないが、正しい映像の配向を示す。
【０１５９】
基本レンズおよび副レンズの構成
　先に描写した実施形態に加えて、本発明の他の例示の実施形態は、異なる極性、角度、
またはＬＰＩのレンズを有する区域を伴うレンズシートを備える。「副レンズ」という用
語は、図３２に示されているような基本レンズのＬＰＩ、広い／狭い角度、および／また
は全体の角度／極性と異なるレンズのあらゆる部分を表すために使用されている。言及さ
れるすべてのレンズが一体品として製造できる。
【０１６０】
　レンズシートが、図３２～図４１に描写されているように、片側面レンズシートについ
てさえも同じレンズシート内に様々な極性を有するように製造され得る。
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【０１６１】
　副レンズが例示の実施形態の一部において水平から若干外れて示されているが、任意の
他の角度、および／または、異なる形のうちの異なる大きさのレンズが、カモフラージュ
を真似るために使用され得る。
【０１６２】
　背景の色が静的なカモフラージュと適応することは、不定の場所、不定の環境、不定の
季節、および不定の時刻により、ほとんど不可能であるため、これらの実施形態は、変数
のいずれかが変化するときに材料を背景の色と適合させることができる。
【０１６３】
　図３２は、鉛直での極性を有し、そのためレンズが鉛直に配置されている片側面レンズ
シート３２００の単純化された斜視図である。これらのレンズは基本レンズと称されても
よい。
【０１６４】
　背景の映像が図３２のレンズシート３２００を通して見られるとき、結果生じる見られ
る映像は、曖昧な背景の映像を描写する図３３に示されているように表され得る。実際の
背景は図３４に示されている。
【０１６５】
バージョン１０
　図３５は、鉛直での極性の基本レンズを有し、副レンズのいくつかの角度付き区域３５
０２をさらに有し、それによって角度付き区域内の副レンズがある角度または異なる角度
で配置される片側面レンズシート３５００の単純化された斜視図である（本明細書ではバ
ージョン１０と称されている）。
【０１６６】
　したがって、図３５は、副レンズについての異なる幾何学的形状において２つの異なる
角度を伴う鉛直での偏光における基本レンズの片面型レンチキュールレンズを表している
。描写されている実施形態では、区域３５０２における副レンズの一方の角度が鉛直の若
干左であり、形の約半分において現れており、他方の角度が鉛直の若干右である。これは
、製造工程の後、いくらかの困難を伴ってしばしば苦心して行われ得る。都合良くは、製
造工程は、レンズ材料がドラムから成型され、それによって成型はすべて異なるレンズ角
度が形成されることになる製造の間、より容易に行われる。
【０１６７】
　図３６は、対応する角度付き区域３５０２によって引き起こされた異なる種類のアーチ
ファクトを有する曖昧にされた背景の映像を描写している、図３５のレンズシート３５０
０の単純化された斜視図である。これは、背景を分散させるためのカモフラージュと同様
の効果を有し、そのためレンズ材料は視認者に特異として知覚されない。色があらかじめ
決定される静的なカモフラージュと異なり、この実施形態の追加の便益は、すべてのレン
ズが背景の周囲の色から動的に作られるということである。
【０１６８】
バージョン１１
　図３７は、鉛直での極性の基本レンズを有し、副レンズのいくつかの角度付きの複雑な
区域３７０２をさらに有し、それによって角度付きの複雑な区域内の副レンズがある角度
で配置される片側面レンズシート３７００の他の単純化された斜視図である（本明細書で
はバージョン１１と称されている）。この実施形態は、屋外の森林の背景における使用の
ために、より自然な幾何学的形状をより良好に表している。単一の角度がパターンについ
ての区域３７０２における副レンズの配置のために使用されているが、２つ以上の角度が
現実性を高めるために使用されてもよい。また、片側面レンズシート以外のレンズシート
が利用されてもよい。
【０１６９】
　図３８は、対応する複雑な区域によって引き起こされた異なる種類のアーチファクトを
有する曖昧にされた背景の映像を描写している、図３７のレンズシートの単純化された斜



(34) JP 2021-529995 A 2021.11.4

10

20

30

40

50

視図であり、特別に製造されたレンズシート３７００がどのように背景を表現するかを表
している。これは、背景を分散させるためのカモフラージュと同様の効果を有し、そのた
め材料は視認者に特異となるように現れない。色があらかじめ決定される静的なカモフラ
ージュと異なり、ここでの追加の便益は、すべてのレンズが背景の周囲の色をなおも引き
付けているということである。
【０１７０】
バージョン１２
　図３９は、第１の特徴（例えば、第１のＬＰＩ）の基本レンズを有し、副レンズのいく
つかの区域をさらに有する片側面レンズシート３９００の単純化された斜視図である（本
明細書ではバージョン１２と称されている）。基本レンズと副レンズとは両方とも鉛直に
配置されているが、区域内の副レンズは、第１の特性と異なる第２の特性（例えば、第２
のＬＰＩ）を有する（例えば、第２のＬＰＩは第１のＬＰＩと異なる）。異なるＬＰＩの
間の差を利用することで、副レンズの角度の付けられた配置と同様の効果を達成する。
【０１７１】
　図３９では、基本レンズについての第１の特徴は狭い角度とでき、副レンズについての
第２の特徴は同じＬＰＩの広い角度のレンズとできる。反対に、基本レンズについての第
１の特徴は広い角度とでき、副レンズについての第２の特徴は同じＬＰＩの狭い角度のレ
ンズとできる。ここでも、同じＬＰＩの狭い角度のレンズと広い角度のレンズとの間の差
を利用することで、副レンズの角度の付けられた配置と同じ効果または同様の効果が達成
される。
【０１７２】
　先に述べているように、副レンズは基本レンズの異なるＬＰＩまたは異なる角度のもの
であってもよい。異なるＬＰＩおよび／または異なる角度を伴う２つ以上の副レンズがあ
ってもよい。
【０１７３】
　図４０は、対応する区域によって引き起こされた異なる種類のアーチファクトを有する
曖昧にされた背景の映像を描写している、図３９のレンズシートの単純化された斜視図で
ある。
【０１７４】
　図４１は、向上した隠匿を描写している、背景の前に位置させられた図３９のレンズシ
ートの単純化された立面図である。背景への図３９のレンズシートの模倣された描写は、
極性の図示だけのために黒色で鉛直に描写している。このような線は視認者には認識でき
ず、実施形態は向上した隠匿を提供する。
【０１７５】
　背景を分裂させるために副レンズにおいて使用されるパターンは、環境に特有であって
もよい。都会の環境については、壁、床、または階段を描写する角度が使用され得る。乾
燥した砂漠については、このような環境につながるまばらな分裂が使用される。雪の環境
については、雪の環境において見出される形を模倣するパターンが使用される。
【０１７６】
　レンチキュールレンズ内での異なるパターンの製造が知られている。本実施形態は、知
られている製造技術を使用して行うことができる。知られている製造技術はレンズ材料を
映像の上に直接的に利用するが、本発明の実施形態は、背景を表現し、目標物を隠す。
【０１７７】
実施形態３．１　両側面レンズシートを作る（永久的な結合）
　先に述べているように、両側面レンズシートは片側面レンズシートの対から構築できる
。両側面レンズシートは、裏同士を合わせて片側面レンズシートの対の滑らかな側面同士
を一体に、永久的または一時的に結合、接着、または貼り付けすることで構築できる。ま
た、後で説明される一部の実施形態では、一時的な結合要素が、両側面レンズシートの視
認性を向上させるために、各々の片側面レンズシートの滑らかな表面同士または平坦な表
面同士の間に加えられる。
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【０１７８】
実施形態３．２　両側面レンズシートを作る（水の追加）
　両側面レンズシートを構築する上記の方法の変形において、本発明者は、片側面レンチ
キュールレンズの対の滑らかな側面同士の間に水を追加することで適切な一時的または移
動可能な結合を作り出すことを見出した。水は、いくらかの反対への圧力で２つの片側面
レンズシートの互いに対する移動を許容する適切な結合を作り出す。有利には、追加の水
は、両側面レンズシートを通して背景を見るときに透明性を向上させることが分かった。
【０１７９】
　２つのレンズシートの間での水の追加のさらなる第２の利点は、図１５を参照して記載
したようなオフセット距離Δｘの調節を水が可能にすることである。したがってこの特徴
は、オフセットを伴わない（オフセット距離Δｘ＝０）一列となる両側面レンズシートを
、オフセットを伴う（０＜Δｘ＜Ｈ）両側面レンズシートへと変換または変化させること
ができ、逆もまた同様である。
【０１８０】
　水を追加することは、２つのレンチキュールシートを使用して、目標物の視認をさらに
分裂させる共鳴波パターンを生成するために２つのレンチキュールシートの間の角度を容
易に変化させる能力を提供するという利点をさらに有する。この技術が水の上で機能する
間、水中では水の屈折がレンズの屈折の効果を打ち消すまたは無効にする可能性があり、
目標物を水中に隠すことが要件となり得る。
【０１８１】
バージョン１３
　図４２および図４３は、両方のレンズが左から右へと水平に延びている２つの片側面レ
ンズシートによる２つの映像を描写している。図４２に示されているように中心をずらし
て角度を変化させることで、２つの片側面レンズシートの間の干渉パターンが大きな破壊
要素を鉛直に作り出していることが見て取れる。図４２～図４５に描写されているレンズ
シート配置の実施形態は、本明細書ではバージョン１３と称される。上の物品の角度を中
心からなおもさらに外すように変化させることで、干渉パターンは、図４３に示されてい
るような比較において非常に密になる。
【０１８２】
　水の表面におけるレンズシートの単一品は、潜水者を下に隠す能力を有する。しかしな
がら、レンズシートが沈められる場合、これは視認者に下の潜水者を透過して見えさせる
ことができる。水における光の屈折が、レンズが屈折できる光の角度を変化させる。物体
は、本明細書に記載されている単一のレンズまたは任意の他の方法で、水の上にあるのと
同じ方法でなおも隠すことができるが、隠す目標物とレンズとの間の距離は、光線におけ
る水の過剰な屈折要素のため、水中においてより長くなり得る。これは、水中の目標物と
、水の中または上における光源とによって生成され、レンズが光源と目標物との間にある
陰影の低減にも当てはまる。
【０１８３】
　他の実施形態では、２つのレンズシートは、同じ極性で（左から右へと）、裏同士を合
わせて、表と裏とを合わせて、または表同士を合わせて位置させることができ、両方とも
沈められ得る。２つのレンズシートの間の角度を調節することで、図４４ａ、図４４ｂ、
および図４４ｃに示されているような干渉パターンを利用して異なる隠匿またはカモフラ
ージュの効果が観察できる。偏光が収束するとき、目標物の潜水者は両方の物品のレンズ
シート材料を通して見られる。視認者が目標物を特定できないような程度まで光景を歪め
ることは非常に有益である。
【０１８４】
　例えばレンズシートの間のオフセットの度合いに基づいて歪みを変化させることで、非
常に異なる結果を生成することができる。例えば、図４４ｃに示されている映像は、人の
輪郭または形に似ていない。
【０１８５】
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　図４５に描写されているなおも他の実施形態では、同じ極性の２つのレンズシート４５
０２、４５０４を使用することが、裏同士を合わせているが、２つのシートの間で角度に
若干のオフセットを伴って用いられている。これは、目標物４５０６を、視認者４５０８
の異なる視点の場所において部分的に視認可能とさせ、他の角度において視認不可能とさ
せる。目標物４５０６が何であるかを決定することは最良の状態においても困難であり得
る。歪みは目標物４５０６を正確に狙うことを妨害することもできる。
【０１８６】
実施形態３．３　両側面レンズシートを作る（一体の単一品）
　他の実施形態では、両側面レンズシートは、単一品として一体に構築または製造され得
る。これは、使用中の耐久性および強度の利点を有することができる。
【０１８７】
　図２３ａおよび図２４ａのレンズシート２３００、２４００の両方は同じ種類の材料を
それぞれ利用するが、光線の軌跡における効果は異なり、異なる形で目標物を隠すことに
なる。レンズシート２３００は光を屈折し、これは、目標物が位置させられて他方の側面
における観察者からほとんど完全に隠され得る死角を中央に作り出した。小さい密集度の
背景では、これは非常に良好に作用し、多くの詳細を伴う大きな密集度の背景では、レン
ズの配向に応じて水平または鉛直のいずれかで延びる染みを作り出し、これは材料を背景
の中で目立たせて注意を引かせる可能性がある。
【０１８８】
　図２４ａのレンズシート２４００は、レンズシート２４００における背景において、形
およびより多くの詳細の一部を提供する一方で、目標物を反対の側面における視認者から
なおも除去することによってこの欠点を克服しているが、背景の映像は鏡像である。
【０１８９】
　図２５ａのレンズシート２５００は、第１のレンズシートの前または後ろに第２のレン
ズシート２４００を単に使用することで、レンズシート２４００の鏡像の欠点を正しい配
向へと修正する。レンズシート２４００とレンズシート２５００との間に映像の品質の若
干の低下があり、そのほとんどは製造で向上させることができる。
【０１９０】
　レンズシート２４００は１つの物品として示されているが、レンズの滑らかな側面を一
体に結合する２つの別々の片側面レンズであり得る。これは、互いの前にある単なる２つ
のレンズシート２４００であるレンズシート２５００内の材料にも当てはまる。
【０１９１】
　図２５ａでは、レンズシート２５００は、それを作る個別の片側面レンズシート（レン
ズシート２４００と同様）の対の間の緩い隙間のため、波紋のような歪みを引き起こす可
能性がある。個別のレンズシートの結合は波紋を防止または低減するために使用できる。
【０１９２】
　レンズシート２５００は、レンズシート２４００（鏡像）と比較して、視認者が動き回
るときに正しい配向、適切な形、および正しい視認者を可能にする。しかしながら、視認
者から隠される物体は、ここではレンズシート２５００を通して視認可能である。この問
題について２つの解決策がある。第１の解決策は、図１６、図１７ａ、または図１７ｂに
示されているような２つの両側面レンズシートの一方をずらすことである。つまり、両側
面レンズシートのうちの１つを作り出している２つの片側面レンズシートの一方を互いに
対してずらす。これは、映像を右または左に移し変え、目標物体を視認者の視界から除去
することを可能にする。
【０１９３】
　レンズ構成に応じて、ＬＰＩ（１インチあたりのレンズ）およびレンズの角度は、レン
ズシート２４００、２５００のいずれとも別の方法で目標物を隠すことができる。これは
、オフセットを調節すること、レンズシート２４００における第２のレンズの左または右
のレンズを移動させることによって行われ得る。目標物体の映像が存在する領域では、代
わりに背景の曖昧な映像があることは留意されたい。これは、視認可能な背景の右寄り部
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分および左寄り部分で材料が融合するときに起こり、これが、材料の左寄り部分において
木が半分で見られる理由である。この映像は、ＬＰＩおよび角度に応じて材料において繰
り返すことになる。これは、隠される物体を中立の融合区域の中に配置することができる
。
【０１９４】
　レンズシート２４００が物体を区域内に隠すために鏡像の瞬時に変化する点（図３Ｃに
おける場所１３１０）を利用できるが、レンズシート２５００はできない。しかしながら
、レンズシート２５００は、目標物を隠すために、または、映像の融合区域に目標物を位
置させるために、背景をずらすことを利用できる。融合区域を設定することは、レンズシ
ート２４００とレンズシート２５００との両方で材料の第２の物品の左または右へのオフ
セットを移動させることで遂行でき、材料の中心領域において設定される必要はない。
【０１９５】
　レンズシート２４００を作るために片側面レンズシート２３００の２つの物品の間に水
を追加することは、それなしで達成するのは困難である材料を通じた透明性を提供する。
水は、１つの物品として製造される２つの物品、または、一体に結合される２つの物品を
模倣することも助け、実験のために各々の物品におけるいくらかの反対への圧力で２つの
片側面レンズシートの各々を別々に移動させる能力を提供する。
【０１９６】
目標物体の隠蔽移動
　本発明の一部の実施形態の利点の中には、物体自体をカモフラージュまたは隠すことに
加えて、レンズシートの後の移動する物体または可動性の物体の移動を視認者から隠蔽す
るためのレンズシート材料の能力がある。
【０１９７】
　これは、物体が可動性であるときに目標物体を隠匿する能力がしばしば限定される静的
なカモフラージュの使用に対して有利である。移動が視認者にとって特異または異常を示
し、これが検出の要素を与え、目標物を認識するのを助けるため、物体が移動するとき、
最良の静的なカモフラージュでさえ限定される。局所的での見え方は、周囲の見え方に対
して詳細をより良好に決定することができる。正しく構成される場合、レンズシートは、
目標物の移動と関連するほとんどまたはすべての視覚的な指示を隠蔽する。
【０１９８】
　本発明者は、鉛直に延びるレンチキュールレンズの物品を伴うライオットシールドが、
覆われる目標物のほとんどを隠すことができることを見出した。
【０１９９】
ライオットシールドの実施形態
　本発明の例示の実施形態にはライオットシールドがある。図４６は、透き通ったシール
ド本体４６０４と、シールド本体４６０４に配置されたレンズシート４６０６とを有する
ライオットシールド４６００を描写している。
【０２００】
　取っ手４６１０、４６１２を使用してシールドを保持する人と透き通ったシールド本体
４６０４との間の距離が短いこのような実施形態では、透き通ったライオットシールド本
体におけるレンズシート４６０６は、背景のより多くを描写し、シールド４６００を保持
する人の形態での物体４６０８を隠すカモフラージュを提供する。
【０２０１】
　ライオットシールド４６００におけるレンズシート４６０６が背景を良好に示す理由は
、レンズ偏光が鉛直であり、これが、幅より大きい高さを有する鉛直の縦横比を伴う人を
後に隠しつつ、水平の縁などの水平の要素を保持することである。レンズシート４６０６
は、水平を屈折し、鉛直を隠す。
【０２０２】
　より長い取っ手および／またはより大きな角度を伴うレンチキュールレンズは、効果を
向上させることになる。レンズにおけるより大きな角度は、目標物を見られることなくよ
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り近づけることができる。
【０２０３】
　ライオットシールド４６００におけるレンズシート４６０６は、本開示においてバージ
ョン１と言及されることもある図２３ｂのレンズシート２３００と同様である。しかしな
がら、図２５ｂのレンズシート２５００などの他のバージョン（バージョン３と言及され
ることもある）が代わりに使用されてもよく、より効果的である可能性があり、レンズシ
ート材料を通して見られる背景の詳細を向上させ、非常に明るい光源がレンズシート２３
００の後にあるときにレンズシート２３００で起こるレンズフレアを低減、最小限、また
は排除すらするのを助ける。
【０２０４】
車両の窓
　ライオットシールドに加えて、レンズシート４６０６などのレンズシートは、１人また
は複数人の要人また重要な客人を後部において運ぶ車両の車窓における適用を見出せる。
外部からは、後部座席において視認できる者はおらず、レンズシートが重ねられている窓
は、透き通って現れる、または、単に若干色の付いた窓で現れる。禁止、法律、規制、ま
たは改造のため、窓の色付きが許容されていない状況では、車両において移動する大切な
要人は良好に視認可能であり、攻撃されやすくなる。
【０２０５】
空中からの可動物検出の回避－傘
　地面における目標物を、上方のカメラ、航空機、またはドローンによる空中からの検出
から隠す一方で可動性を維持する単純でありながら効果的な例示の方法は、前述したバー
ジョンまたは実施形態のうちの１つにおける例示のレンズシート材料を伴う傘の使用を伴
う。
【０２０６】
　図４７、図４８、および図４９は、傘４７００、傘４８００、および傘４９００の形態
でのこのような傘の例示の実施形態をそれぞれ描写している。図５０および図５１におい
て見られるように、このような傘は、背景または地面の色を提供する一方で、傘の下の目
標物体を見るために異なる角度から観察されない場合には検出されない目標物体５００２
の移動を隠蔽する。
【０２０７】
　このような傘または傘のような実施形態は、人、または、人の背中におけるなどの隠さ
れるのに十分な高さであるその人の重要な装備を含み得る目標物体の識別を隠蔽する。
【０２０８】
　当然ながら、より大きな傘はより大きな領域を隠匿し、図４８の傘４８００など、地面
の近くまで来たレンズシート材料を使用する変形された傘は、側方からの光景または斜め
の見る位置からであっても人全体を隠すことができる。
【０２０９】
　図５０に描写された実施形態では、レンズシート５００４は、レンズシート２３００と
同様の片側面レンズシートであり得る。当業者には明らかとなるように、前述した例示の
レンズシートの他の実施形態は、移動する人または機器の空中からの検出を回避するため
に使用することもできる。レンズシート５００４は、空中の覆いまたはカモフラージュを
はるかにより大きな物体に提供するために増減されてもよい。図５１は、レンズシート５
００４による目標物体５００２のカモフラージュの別の光景を描写している。
【０２１０】
　図５２は戦車の形態での目標物体５００２を描写しており、目標物体５００２は、戦車
の砲身５０１０の陰影５００８を含む陰影を投げ掛けている。図５３は、レンズシート５
００６の下の小形の戦車のモデルの形態での同じ目標物体５００２を描写している。この
実施形態におけるレンズシート５００６は、レンズシート５００４などと同じレンズ材料
から作られており、移動している間に戦車を空中からの検出から保護するために使用され
る。
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【０２１１】
　レンズシート５００６は戦車の上に位置させられているが、戦車を頭上からの脅威から
不明瞭にさせるために十分な隔離距離を許容するように、十分に高くされた位置に固定さ
れ得る。レンズシート５００６を高くするために、適切な長手方向の支持が使用される。
【０２１２】
　物体５００２のあらゆる移動は、結果的に最小の特異またはアーチファクトとなり、し
たがって、移動する物体は、頭上からの検出から良好に隠される。レンズシート５００６
における反射防止被覆は光の反射をさらに低減する。戦車について、図５２において視認
可能な銃５０１０の砲身の陰影５００８も、図５３においてはもはやはっきりと視認可能
ではない。図５３の映像は、部屋において約１６個のハロゲン光源で撮られており、した
がって、太陽などの１つだけの光源の場合、たとえ検出可能であったとしても、結果はさ
らによりぼやけた陰影となる。
【０２１３】
　図５４は、効果が広い範囲の電磁スペクトルに作用することを示す、軍事等級の暗視機
器を用いての図５３に示された実施形態の写真を描写している。
【０２１４】
　図５５は、レンズシートが離陸の前まで適用されているクワッドコプタードローンの形
態での物体５５００を描写している。そのため、ドローンは、なおも機能し、予期される
ように飛べるかどうかが分かるように試験されている。
【０２１５】
　図５６ａでは、レンズシート５５０２がクワッドコプタードローンの物体５５００の前
および後の安全保護に適用されている。側面は、シート５５０２から生じる隠匿における
違いを見るために覆われていない。反射は、反射防止被覆で、または、レンズのための型
の中の波状もしくは半無作為なセットの波を用いて、または、レンズを覆うメッシュカバ
ーを用いて軽減できる。
【０２１６】
　図５６ｂは、ブレード保護が除去されており、レンズシート５５０２が円筒の形でドロ
ーンの物体５５００の周りに巻かれているドローンの物体５５００を描写している。この
実施形態は、レンズに対して視認可能であった保護材料を除去しており、より良好な隠匿
を提供している。ブレードが素早く回転するとき、隠すためのブレードの非常に見えやす
い部品はない。ほとんどのドローンは観察者の頭の上の高さで飛び、したがってドローン
の上部分を隠す必要はほとんどない。
【０２１７】
　図５５、図５６ａ～図５６ｂに描写されている実施形態は、機体を上昇させるためにロ
ータを使用し、ブレードのピッチを調節して機体を前方、後方、または側方から側方へと
移動させるためにロータを傾けるヘリコプタで使用されてもよい。固定翼の航空機、また
は、ヘリコプタの鉛直での性能を固定翼の航空機の速度および航続距離と組み合わせるた
めのティルトロータ技術は、適用をはるかにより困難にさせる可能性がある。
【０２１８】
　ここでも、反射は、反射防止被覆で、または、レンズのための型の中の波状もしくは半
無作為なセットの波を用いて、または、レンズフレアを低減する先に開示したレンズシー
トの他の実施形態との使用で軽減できる。図２４ａ～図２４ｂ（バージョン２）を参照し
て先に検討したレンズシートの実施形態は、背景としての空に対する鏡像の効果が、地面
においてあり得る効果ほど目立たない可能性があるため、最も良く作用し得る。光からの
反射を低減することは、大幅により小さくなる視覚的シグネチャをもたらし、典型的な観
察距離において、ドローンの物体は地面における視認者に視認可能とならないようにでき
る。
【０２１９】
　図５７ａ～図５７ｄは、物体の少なくとも一部分の検出を回避するために円筒レンズシ
ート５７００を利用するモデルの戦車の形態での物体の図である。ある者は、図５７ｂに
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示されているように、戦車の指揮官を円筒レンズシート５７００の内部に位置させること
で、指揮官を隠すことができる。円筒レンズシート５７００がタンクの傍で地面に位置さ
せられるとき、指揮官は、図５７ｄに示されているように円筒レンズシート５７００の後
におり、指揮官の光景では材料なしで前を見ることができるが、側方から指揮官を検出す
ることは困難である。
【０２２０】
移動体通信用タワー
　十分に大きなレンズシートであれば、任意の目標物体をほとんど隠すことが可能である
。しかしながら、移動体通信用タワーを地面からの光景から隠すときなど、特定の環境で
は、安全上の検討が考慮される必要がある。
【０２２１】
　適切な隔離距離で移動体通信用タワーの周りに円筒を巻くことは、タワーを航空機から
も隠してしまい、ほとんどの場合においてこれは許容できない。本発明の実施形態の例示
の提案される方法は、移動体通信用タワー、大きなアンテナ、または任意の細長い部材も
しくは構造を地面からの観察から隠す一方で、図５８ａ、図５８ｂ、図５８ｃ、および図
５８ｄにおいて実演されている頭上からの観察をなおも許容する。
【０２２２】
　図５８ｂに示されているようにある角度で配置された複数のレンズシート５８０２を有
する移動体通信用タワー５８００は、図５８ｃにおいて示されているように地面から見上
げての光景５８０４から移動体通信用タワー５８００をほとんど視認不可能にする。しか
しながら、図５８ｂに示されている配置は、図５８ｄに示されているように、頭上の光景
５８０６（例えば、頭上を飛ぶ航空機またはドローンからの光景）にタワー５８００の一
部を含ませることができる。
【０２２３】
狩猟用ブラインド、およびフェンスのためのプライバシー挿入体
　狩猟用ブラインドは、いくつかの環境、季節、および時刻のために１つのブラインドを
狩猟者に使用させることができるように、レンズシート材料から作られ得る。本発明の実
施形態による他の例示の使用には、図５９ａ～図５９ｂに示されているように、レンズシ
ートを使用して作られた金網フェンスプライバシー挿入体がある。
【０２２４】
　図２３ｂのレンズシート２３００など、例示のレンズシートのバージョン１は、住宅所
有者にとって良好な曖昧な色合わせを提供する。バージョン２～９は背景の詳細な映像を
提供するが、一部の物体は前述したように隠すことができる。
【０２２５】
　レンズシートの配置のバージョン１０（図３５～図３６に描写されている）、バージョ
ン１１（図３７～図３８に描写されている）、およびバージョン１２（図３９～図４１に
描写されている）は、レンズシート材料を通して何物も特定できないように色合わせカモ
フラージュを提供するために使用され得る。
【０２２６】
　バージョン１３（図４２～図４５に描写されている）は、設定された干渉パターンで製
造された永久的な両側面レンズシート材料、または、間に透き通った潤滑剤または油を有
する２つの片側面の物品、および、オフセットを調節することで使用者に干渉パターンを
変化させるための機構のいずれかで利用され得る。
【０２２７】
　柔らかい柔軟なレンズシート材料が、ポールまたはロープからテントのように垂れ下げ
ることができる、または、ポップアップテントなどの硬いフレームによって支持できる。
現代のカモフラージュネットで行われているような材料における切り抜きの孔は、図６０
に示されているようなカモフラージュには有利であり得る。
【０２２８】
　図６１ａおよび図６１ｂは、ネット骨組み６１０４におけるレンズシート材料の横たわ
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る帯片６１０２を描写している。
【０２２９】
　図６２は、シートの構造上の完全性を保持する一方で、カモフラージュの隠匿のほとん
どを保持する間に外を見るための孔を提供するために、孔６２０２の行列を伴うカモフラ
ージュシート６２００を提供する例示の実施形態を描写している。これは、目標物体がす
べての側面において完全に包まれている場合、シート６２００の軽量化と通気とを可能に
する。これらの孔を通じた熱シグネチャは、目標物の熱のほとんどがシート６２００の中
実の部分によって妨げられるため、視認者にはほとんど認識不可能である。視認者は、熱
を発生させている何かを検出できるが、物体を特定することはできない。他の実施形態で
は、例に示されたカモフラージュシートは、同様の孔を伴う多くの異なる種類のレンズ構
成で置き換えることができる。
【０２３０】
不定レンズ要素を伴うレンズシート
　一部の実施形態では、不定レンズ要素を伴うレンズシートが、中立区域が現れるかどう
か、および、中立区域がどこに現れるかを制御するために使用され得る。図６３に示され
ているように、すべてのレンズが正確に同じとは限らない不定レンズが、レンズシート６
３００を作り出すために使用され得る。例えば、レンズシート６３００の第１のセットの
レンズ（右から左へと）は、４２度の視野角を伴う１００ＬＰＩとでき、次の１５個ほど
のレンズの中間のセットは、４９度の視野角を伴う７５ＬＰＩであり、次のレンズのセッ
トは、５４度の視野角を伴う５０ＬＰＩである。
【０２３１】
　他の不定レンズを後ろに位置させることで、レンズシート６３００は両側面で作ること
ができ、異なる構成が、中立区域をより大きくかもしくはより小さく作るために、または
、中立区域を完全に除去さえするために使用できる。
【０２３２】
　他の実施形態では、図３５～図４５に描写されているレンズシートの製造は、片側面レ
ンズとしてだけではなく、潜在的に、両側面レンズシート、または、オフセットのあるも
しくはない２つの両側面レンズシートである。第２の側面におけるレンズは、反対側にお
ける角度およびレンズと合致するように作られる。他の実施形態では、図３５～図４５に
描写されているレンズシートは、片側面レンズとしてだけではなく、オフセットのあるも
しくはない１つもしくは複数の両側面レンズシートから作られるレンズシート組立体とし
て製造され得る。第２の側面におけるレンズは、反対側における一部、全部、またはいず
れかにおいて合致する必要はない。このような構成は、第２の側面を第１の側面に対して
無作為または半無作為にさせることができる。
【０２３３】
他の両側面の実施形態
　１つの角度のプリズムレンズを有する図１０～図１１に示された実施形態と、２つの角
度のプリズムレンズを有する図１２、図１３の実施形態とは、図３Ｃ、図１５、および図
２に示されているような両側面レンズ組立体、および、図１６、図１７ａ、図１７ｂ、図
１８～図１９などの両側面レンズシート組立体において、図２６ｂ、図２７ｂ、図２８ｂ
、図２９ｂ、図３０ｂおよび図３１ｂに描写されているようなレンズの大きさの変化、お
よび、図３５～図４５の構成とで使用され得る。
【０２３４】
　図１４のダブプリズムレンズシートは、オフセットの組立体を可能とするために、およ
び、上記の段落で検討されているすべての構成を可能とするために、中間において分割さ
れてもよい。
【０２３５】
　他の実施形態では、両側面シートは、個なる角度を伴う同じＬＰＩであり得る。２つの
両側面シートを有するレンズシート組立体は、両側面において同一の第１の密度のＬＰＩ
（例えば、１００ＬＰＩ）を伴う第１の両側面レンズシートと、両側面において同一であ
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るが異なる密度（例えば、７５ＬＰＩ）を有する第２の両側面シートとから作られ得る。
【０２３６】
　狩猟および他の野生生物の用途のための炎の橙の色合いをレンズシートまたはレンズシ
ート組立体の一部に加えることは、人はシートを通して見られるが二色型色覚を伴う動物
は見れないため、有利である。高視認性の色合いを加えることは、安全性のために商用で
使用されてもよい。
【０２３７】
　両側面レンズを伴う他の実施形態では、レンチキュール側面同士は、互いから離れる方
ではなく互いを向いてもよい。反射防止層、被覆、メッシュカバー、テクスチャ面、また
は他のオーバーレイが、目標物から離れる方を向く滑らかな表面に必要とされてもよく、
目標物を向く滑らかな表面にさらに必要とされてもよい。
【０２３８】
　両側面レンズを伴う他の実施形態では、プリズムレンズのためのプリズム側面同士は、
互いから離れる方ではなく互いを向いてもよい。反射防止層、被覆、メッシュカバー、テ
クスチャ面、または他のものが、目標物から離れる方を向く滑らかな表面に必要とされて
もよく、目標物を向く滑らかな表面にさらに必要とされてもよい。
【０２３９】
反射防止被覆
　レンチキュールレンズへの反射防止被覆の追加は、本発明の実施形態の例示のレンズシ
ートの使用を向上させる。これは、反射がレンズシートの効果を低減し、本発明の例示の
方法の幅広使用を妨げる可能性があるためである。
【０２４０】
　図２３ａ～図２３ｂに描写されている片側面のバージョン１の実施形態の滑らかな表面
が観察者を向く一部の実施形態では、被覆、波線、またはメッシュなどの反射防止処理が
レンチキュールの側面に必要とされ得る。両側面レンズシートが観察者を向くレンチキュ
ールの側面を有する他の用途では、同様の反射防止処理が必要とされ得る。
【０２４１】
　レンズフレア効果を分散させるために反射防止被覆または波線を使用することに加えて
、太陽または他の光源がレンズシートで引き起こす反射の眩しさを低減するために、虫よ
けスクリーンなどのメッシュを追加することが可能である。
【０２４２】
　図６４に描写されている映像では、レンズシートは、天井からの蛍光灯を向いて蛍光灯
を反射するレンズを有する。覆われていない部分は、最大の純白である２５５のＲＧＢス
ケール（１色あたり８ビットを有する２４ビットの色コード化形式）において２４９の明
るさを有する。覆われた部分は、４５．７８％の低減を表す１３５の明るさを有する。
【０２４３】
　背景を真似るためにこの構成でレンズシート材料を使用しようとする試みを目指してい
ない実験から取られた図６５に描写されている映像では、低減は３１．８２％である。
【０２４４】
　虫よけスクリーンは黒色のメッシュから作られ、そのため、背景の色をなおも保持しつ
つ眩しさを低減するより良好な全体の効果のために、灰色または透き通ったプラスチック
メッシュを使用することが可能である。多くの種類のメッシュ材料が眩しさを低減するた
めに使用できる。
【０２４５】
　一部の実施形態では、黒色、白色、有色、または透き通ったメッシュであり得るメッシ
ュ品がレンズシートの上に直接的に追加され、反射防止被覆を作り出してもよい。
【０２４６】
　他の実施形態では、黒色、白色、有色、または透き通ったメッシュであり得るメッシュ
品がレンズシートの滑らかな側面の上に直接的に追加され、反射防止被覆を作り出しても
よい。一部の他の実施形態では、テクスチャ面がレンズシートの滑らかな側面に製造の間
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に追加され、反射防止の表面を作り出してもよい。なおも他の実施形態では、テクスチャ
面がレンズシートのレンチキュールの一部または全部に製造の間に追加され、反射防止の
表面を作り出してもよい。
【０２４７】
アーチカバー、構造、および建物での隠匿資産
　アーチは、柱のない開けた広がる内部、非常に長い長さ、および高い天井を提供するた
め、住宅用、商用、および軍事用の基礎構造においてしばしば使用される湾曲した構造で
ある。アーチの強度は、落下する瓦礫、雨、および雪からの追加の保護も可能にする。レ
ンズシートをこの様態で構成する追加的な便益は、しばしば柱のない開けた広がりであり
、アーチは、十分な可動性を許容する一方で人を隠すために、頭に被るものの上部に位置
させられるか、肩バンドを使用して肩の上に装着されるか、または、バックパックに取り
付けられるだけの小ささとできる。
【０２４８】
　戦車、船、航空機、建物の上に位置させられる場合、アーチ形レンズシートは、下にあ
る物体およびその陰影を、視認、紫外線、赤外線、または熱検出から隠すために使用でき
る。アーチの高さの追加の便益は、下にある物体からの任意の熱源がしばしば、レンズシ
ート材料を加熱すること、および、検出可能な熱シグネチャを提供することを回避するの
に十分にレンズシートから遠くなることである。レンズシートのアーチの端は、開放して
おくことができ、または代替で、同じレンズシート材料で完全または部分的に覆うことが
できる。部分的に覆うことは空気の流れを可能にする。
【０２４９】
　例示のアーチ形レンズシート６６００が図６６に示されている。図示のために、図６６
では、遠隔制御されたモデルの戦車６６０２がレンズシート６６００によって部分的に覆
われて示されている。
【０２５０】
　レンズシート６６００が拡張可能であるため、本物の戦車を隠匿するために大きな寸法
の構造を作ることは、レンズシート６６００を作り上げているレンズおよびレンチキュー
ルの大きさを拡大するだけであり得る。先に検討され、図２３ａ～図２３ｂにおいて示さ
れるがレンズを伴う実施形態のバージョン１と同様に示されている描写されたレンズシー
ト６６００は、高さよりも幅においてはるかに長い戦車を隠すために水平方向に配置され
る。先に検討したレンズシートの他の例示のバージョンがこの実施形態で使用されてもよ
い。
【０２５１】
　例示のレンズシートのバージョン１がレンズへと反対の偏光を示そうとするため、凝視
の後に唯一検出可能な要素は、モデルの戦車６６０２の鉛直な線のいくつかであり、車輪
同士の間のいくつかの鉛直の隙間が検出可能であるが、参照なしには観察者は脅威を判定
することができない可能性がある。
【０２５２】
　図６７は、ライフル６７０２の形態での物体を隠すために使用される例示のアーチ形レ
ンズシート６７００を描写している。図６８および図６９は、ライフル６７０２の漸進的
により大きくなる部分を覆い、それによって検出からの隠匿を提供するレンズシート６７
００を描写している。
【０２５３】
　狙撃者はしばしば位置について何時間も隠れ、目標物が視界に入るのを待つ。狙撃者は
、狙撃者の場所をカモフラージュするために同じ場所において見出される物からしばしば
作られる狙撃者カバーを構築するために自由に動き回る時間または能力を有していない可
能性がある。したがって、図６７において示された例示のアーチ形レンズシート６７００
は、狙撃者の体およびライフル６７０２を隠すために狙撃者によって使用され得る。
【０２５４】
　狙撃者、諜報活動、偵察、または偵察機の人またはグループへの他の追加の便益は、そ
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れらの人を敵が検出するのを簡単に許してしまうほとんどカバーのない開けた地形が、こ
こでは隠したり観察したりするのが可能な場所になることである。
【０２５５】
　狙撃者による観察または侵入に対抗するために、敵はしばしば場所を選択することにな
り、その場所は、木、茂み、切り株、大きな岩、丘などのカバーのない開けた地形によっ
て包囲されている。狙撃者は、検出されない開けた地形位置へと素早く移動するためにレ
ンズシート６７００をフロントシールドとして使用でき、これは、検出を回避するための
レンズシート６７００の隠匿する特性なしでは、はるかにより時間が掛かる。アーチ構造
は狙撃者を上からの観察から隠匿でき、側面からの観察から隠すために立てることもでき
る。現在、狙撃者は検出されないようにするためにできるだけ動かないようにする必要が
あるが、狙撃者の前方および後方の場所がレンズシート６７００で隠匿されている場合、
動きの検出は低減または排除され、さらなる動きの自由を可能にする。
【０２５６】
　アーチレンズシート６７００などのアーチは自己支持とできるが、他のアーチは、中実
で成形されたアーチから作られ得る各々の端における中実のアーチ、または、ポップアッ
プテントのように折り畳み解除されるときに元の形を取る柔軟な棒によって支持されても
よい。支持アーチは、構造を通じて所定の長さで必要とされてもよい。
【０２５７】
より大きな物品への追加の強度
　大きなアーチ形レンズシートはさらなる支持を必要とする可能性がある。利用され得る
例示の支持構造は、図７０に示された波形材料７０００などの透き通った波形材料である
。レンチキュールレンズは、波形の構造的な完全性とレンズ材料の隠匿効果とを組み合わ
せるために、この波形へと成形されてもよい。
【０２５８】
　使用され得る別の例示の構造は、図７１に示されているような支持構造でレンズとして
機能する物品を含む波形を有するレンチキュール材料７１００である。波形材料７０００
の形の性質は、形においてレンチキュールレンズといくらか同様である。レンチキュール
レンズは、これらの波形、または、示されていない他の形へと成形されてもよい。
【０２５９】
　非常に大きな寸法のレンズシートが図２と同様に製造でき、各々のレンチキュールの幅
は、インチ、フィート、ヤードで測定され、または、図７２に示されているような航空機
格納庫７２００もしくは他の大きな構造での使用のために拡大を許容するために、より大
きな直径で測定され得る。
【０２６０】
中空レンチキュールおよび温度調整
　大きな寸法のレンズの重量が輸送の目的にとって扱いにくい可能性があるため、レンズ
は、輸送されて所定の場所で組み立てられ、レンチキュールのカモフラージュする機能を
可能とするために水などの透き通った流体で満たされるために、中空で作られる可能性が
ある。先に検討した実施形態のいずれのバージョンもこの方法で拡大させることができ、
他の波形が製造されてもよい。
【０２６１】
　レンズシート構造の形はアーチの実施形態に限定されず、多くの変形が、構造上の柱を
必要とした構造において行われ得るよりも良好なカモフラージュのために、柱のない開け
た広がる構造を作り出すために使用できる。図７０、図７１、および図７２に示された例
は単なる例示であり、決して限定ではない。
【０２６２】
　大きな寸法の用途のためのレンチキュールレンズは、後で水などの流体で満たされる可
能性があり、またはより永久的な構造が望まれる場合、透明な媒体へと固化する透き通っ
た液体で満たされる可能性がある。これは、最終的なレンズシートを予期されるように機
能させることができる。軽量で中空のレンチキュール材料は、透き通った液体がレンチキ
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ュールの形を取るように固化すると、型のように除去されてもよい。
【０２６３】
　液体の一部または全部は、加熱する液体が温度による特異を作り出さないように温度調
整されてもよい。代替で、温度調整は、戦車の代わりに家畜などのデコイの熱の特異を作
り出すために、または、戦車の代わりに車を模倣する熱シグネチャを作り出すために使用
されてもよい。このような熱の調整は、水が典型的には周囲の空気より冷たい海軍用途に
おいて重要である可能性があり、これは水面における船、泳者、および潜水者の容易な熱
検出を可能にする。この赤外線および熱スペクトルの範囲における海軍用途での隠匿物体
は、検出を回避するために水温に合致するように冷却される材料を必要とし得る。
【０２６４】
　温度調整は、中空または平坦なレンチキュールから作られるレンズシートが、空よりも
通常は暖かい地面の近くの包囲する空気温度を典型的には取り、そのため、例えば１００
メートルの高さにある例示のレンズシートを伴うドローンが冷たい空の背景に対して検出
可能となるため、空気中おいてドローンまたは航空機で使用されてもよい。
【０２６５】
　温度調整は、海軍または地面での用途のための中空のレンズ構造を通じて水などの流体
を循環させることで達成できるが、高温または低温の空気を、目標物体の側から、または
、一部の場合には反対側から材料へと吹き付けるなど、他のシステムが中実のレンチキュ
ールシートのために採用されてもよい。
【０２６６】
　複数の細長いレンズの少なくとも１つの温度を調整することが、温かい空気を吹き込む
こと、冷たい空気を吹き込むこと、電気加熱、または電気冷却のうちの１つまたは複数に
よっても達成され得る。
【０２６７】
　レンズシートまたはレンズシート組立体の上記の実施形態のいずれかを使用するとき、
レンズシート材料を通して見るための視野領域を提供することが必要であり得る。そのよ
うにする１つの方法は小さなカメラまたはピンホールカメラを利用することであり、その
ようなカメラは、材料の表面に固定されるレンズシート材料に装着される、または、レン
ズシートの１つまたは複数の縁に設けられる。視認可能なシグネチャが低減または排除さ
れるように、カメラとの使用のための画面がレンズシートの後で十分な距離に隠され得る
。眼鏡もしくはゴーグルへの画面もしくは投影される光景を有する眼鏡もしくはゴーグル
、または別体の見る画面が使用され得る。３６０度カメラの場合、人の目標物が、この技
術を隠れたまま大きな状況の認知のために利用できる。
【０２６８】
　偵察の実施は、他の場所に送信するために、および／または、任意の場所において偵察
システムの存在を隠すために、これらのカメラを必要とし得る。隠匿される目標物体は人
である必要はないが、外部の視認および分析を潜在的に必要とする機器、センサ、太陽パ
ネル、カメラ、技術、または、他の設置物もしくは装置であり得る。
【０２６９】
　孔の行列を作り出して、後の隠れた目標物をそれらの区域を通して見えるようにする一
方で、目標物を隠したままにするために、単純で視認可能な解決策が図６２に提供されて
いる。熱検出防止機能が必要とされる用途において、孔の行列は、外への見通しを可能に
する一方で、後の任意の目標物の熱取得を妨げるために、レンズと同じ材料の透き通った
区域であってもよい。
【０２７０】
　開放しているかもしくは中実で透き通っている単純な覗き窓、または、移動可能な覗き
窓フラップが、目または頭のシグネチャが目標物の唯一の検出可能な部分である特定の用
途については十分とでき、多くの用途で許容可能であり得る。
【０２７１】
　視認可能な領域についての他の解決策は、シートの近くの視認者が外を見られるが、目
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標物を捕捉しようとする外のより遠くの距離における人が穿孔を通して見られないように
、バスの窓のためのビニル製の広告において行われているような孔でレンズシート材料を
穿孔することである。これらの穿孔は大きくても小さくてもよく、製造の最中または後に
形成され得る孔であり得る。このような孔は、製造段階において透き通った材料で満たさ
れてもよい。視認可能な穿孔は、限定されることはないが、線形、円形、楕円形、正方形
、長方形、三角形、五角形、多角形などを含め、多くの異なる形を取ることができる。
【０２７２】
保護シート
　レンズ表面を傷、土、埃などから保護するために、全体の効果を低減させる可能性のあ
る水の蓄積、土、傷、および他のものに対してレンズシートをより耐久性および耐性のあ
るものにさせるように細長いレンズまたはレンチキュールを覆うことができる透き通った
保護シートまたは透き通った表面を製造することが必要であり得る。保護層は、霧、水、
火、土、埃、傷、熱、冷熱、紫外線などに抗するために、被覆によって形成され得る、ま
たは、保護要素と共に製造され得る。
【０２７３】
　細長いレンズを覆う保護シートは、反射防止層、被覆、メッシュカバー、テクスチャ面
、または他のオーバーレイを利用してもよい。
【０２７４】
　単に例として本発明の実施形態を記載してきたが、添付の請求項の範囲によって定めら
れているような本発明が、多くの変形および置換が請求項の範囲から逸脱することなく可
能であるため、例示の実施形態の先の記載において述べられた具体的な詳細によって限定
されないことは、理解されるものである。
【符号の説明】
【０２７５】
　　１０２　第１の媒体
　　１０４　第２の媒体
　　１０６　入射光線
　　１０８　屈折した光線
　　１１０　境界面
　　２００　レンチキュールシート
　　２０２　レンズ、レンチキュール
　　２０４　視野角
　　３０２、３０２’　光源
　　３０４、３０４’　レンチキュールレンズ
　　３０６、３０６’　レンズシート
　　３０８、３０８’　入射光線
　　３０８ｂ、３０８ｂ’　屈折しない光線
　　３１０、３１０’　目標物
　　３１２、３１２’　屈折した光線
　　４０２　光源
　　４０４、４０４’　レンチキュールレンズ
　　４０６　第１のシート、レンズシート
　　４０６’　第２のシート
　　４０８　光線
　　４１０　目標物
　　４１２　屈折した光線
　　５３０　レンズシート
　　５３２　映像
　　５３４　レンチキュールレンズ
　　５３６　滑らかな後側
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　　５３８　視野角
　　６０２　目標物
　　６０３　死角
　　６０４　レンチキュールレンズ
　　６０６　レンズシート
　　６０９　屈折した光線
　　６１０　視認者
　　７０２　観察者
　　７１０　目標物
　　７１２　入射光線
　　７１４　円筒状の壁
　　８０２　レンズシート
　　８０４　線状レンズ、レンチキュールレンズ
　　８０６　屈折した光線
　　８０８　視認者
　　８１０　目標物
　　９０２　レンズシート
　　９０４　線状レンズ
　　９０６　屈折した光線
　　９０８　視認者
　　９１０　目標物
　　９１２　映像
　　１０００　プリズムシート
　　１００２　１つの角度のプリズムレンズ
　　１００４　１つの角度
　　１１０２　光線
　　１１０６　目標物
　　１１０８　観察者
　　１２００　プリズムシート
　　１２０２　２つの角度のプリズムレンズ
　　１２０６　光線
　　１２０８　観察者
　　１２１０　目標物
　　１３００　両側面線状レンズシート
　　１３０４　光線
　　１３０６　レンズ
　　１３０８　反射光線
　　１３１０　場所
　　１３１０’　集束場所
　　１４００　ダブプリズムレンズシート、レンズシート
　　１４０２　場所
　　１４０４　光線
　　１４０６　プリズム
　　１４０８　反射光線
　　１４１０　場所
　　１５００　両側面レンズシート
　　１５０６、１５０７　レンズ
　　１５１０　集束場所
　　１５１２　レンズ
　　１５１４　レンズ
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　　１６００　シート
　　１６００Ａ　第１のシート、オフセットのある両側面レンズシート
　　１６００Ｂ　第２のシート、一列となる両側面レンズシート
　　１６０６、１６０７、１６１２、１６１４　レンズ
　　１６１０　場所
　　１７００、１７００’　シート
　　１７００Ａ　第１のシート
　　１７００Ｂ　第２のシート
　　１７００Ｃ　第１のシート
　　１７００Ｄ　第２のシート
　　１７０２、１７０２’　物体
　　１７０６、１７０６’、１７０７、１７０７’　レンズ
　　１７１０、１７１０’　場所
　　１７１４、１７１４’、１７１５、１７１５’　レンズ
　　１８００　シート
　　１８００Ａ　第１のシート、両側面レンズシート
　　１８００Ｂ　第２のシート、両側面レンズシート
　　１８０２　物体
　　１８０６、１８０７、１８１２、１８１４　レンズ
　　１８１０　場所
　　１９００　シート
　　１９００Ａ　第１のシート
　　１９００Ｂ　第２のシート
　　１９０２　物体
　　１９０６、１９０７、１９１４、１９１５　レンズ
　　１９１０　場所
　　２００２　レンズシート
　　２００４　中立区域
　　２００６　旗棒
　　２００８　繰り返し区域
　　２０１０　背景の情景
　　２１０２　レンズシート
　　２１０４　中立区域
　　２１０６　背景の情景
　　２１０８　映像
　　２２０２　レンズシート
　　２２０４　中立区域
　　２２０６　背景の情景
　　２３００、２４００、２５００　レンズシート
　　３２００　片側面レンズシート
　　３５００　片側面レンズシート
　　３５０２　角度付き区域
　　３７００　片側面レンズシート
　　３７０２　角度付きの複雑な区域
　　３９００　片側面レンズシート
　　４５０２、４５０４　レンズシート
　　４５０６　目標物
　　４５０８　視認者
　　４６００　ライオットシールド
　　４６０４　シールド本体
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　　４６０６　レンズシート
　　４６０８　物体
　　４６１０、４６１２　取っ手
　　４７００、４８００、４９００　傘
　　５００２　目標物体、戦車
　　５００４　レンズシート
　　５００６　レンズシート
　　５００８　陰影
　　５０１０　砲身、銃
　　５５００　物体
　　５５０２　レンズシート
　　５７００　円筒レンズシート
　　５８００　移動体通信用タワー
　　５８０２　レンズシート
　　５８０４　光景
　　６１０２　帯片
　　６１０４　ネット骨組み
　　６２００　カモフラージュシート
　　６２０２　孔
　　６３００　レンズシート
　　６６００　アーチ形レンズシート
　　６６０２　モデルの戦車
　　６７００　アーチ形レンズシート
　　６７０２　ライフル
　　７０００　波形材料
　　７１００　レンチキュール材料
　　７２００　航空機格納庫
　　ｄ　距離
　　Ｄ　隔離距離
　　Ｐ１　初期点
　　Ｐ２　点
　　Ｒ　半径
　　θ１　入射の角度
　　θ２　屈折の角度
　　Δｘ　オフセット距離
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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月5日(2021.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の側面、および前記第１の側面と反対の第２の側面を備える両側面のレンズシート
であって、前記第１の側面および前記第２の側面の少なくとも一方は、
　前記第１の側面に第１の方向において第１の密度で実質的に平行に配置される第１の複
数の細長いレンズと、
　前記第２の側面に前記第１の方向と異なる第２の方向において第２の密度で実質的に平
行に配置される第２の複数の細長いレンズと、
を備え、
　前記第１の複数の細長いレンズおよび前記第２の複数の細長いレンズは実質的に光透過
性の材料から作られ、前記レンズシートを物体と観察者との間に配置すると、前記物体が
前記観察者から隠匿されるように、前記第１の複数の細長いレンズおよび前記第２の複数
の細長いレンズの対応するものがずれの関係を有する、レンズシート。
【請求項２】
　前記細長いレンズの各々は、レンチキュール、ダブプリズムレンズ、プリズムレンズ、
または半ダブプリズムレンズである、請求項１に記載のレンズシート。
【請求項３】
　前記レンズシートに形成される視野領域をさらに備え、前記第１の側面および前記第２
の側面の一方の後の目標物体が、反対側を見る前記観察者から隠匿される一方で前記視野
領域を通して可視である、請求項１に記載のレンズシート。
【請求項４】
　霧、水、火、土、埃、傷、熱、冷熱、および紫外線のうちの１つまたは複数に対して前
記細長いレンズを保護するために、被覆することで形成されるかまたは保護要素で製造さ
れる保護層をさらに備える、請求項１に記載のレンズシート。
【請求項５】
　前記視野領域は、孔、透き通った区域、穿孔、または孔の行列のうちの１つまたは複数
を備える、請求項１に記載のレンズシート。
【請求項６】
　前記レンズシートに装着される少なくとも１つのカメラと、前記カメラからの映像が送
信される画面とをさらに備える、請求項１に記載のレンズシート。
【請求項７】
　前記第１の方向は前記第２の方向と直交する、請求項１に記載のレンズシート。
【請求項８】
　前記第１の密度は前記第２の密度と異なる、請求項１に記載のレンズシート。
【請求項９】
　前記第１の側面および前記第２の側面の少なくとも一方は、他の第３の複数の細長いレ
ンズをさらに備える、請求項１に記載のレンズシート。
【請求項１０】
　前記第１の側面または前記第２の側面に第３の方向において第３の密度で実質的に平行
に配置される第３の複数の細長いレンズをさらに備え、前記第３の密度は前記第２の密度
と異なる、請求項８に記載のレンズシート。
【請求項１１】
　反射防止層、反射防止被覆、膜、メッシュカバー、テクスチャ面、またはオーバーレイ
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のうちの１つまたは複数が、反射を低減するために、または、陰影低減を向上させるため
に、前記レンズシートの側面のうちの少なくとも一方に配置される、請求項１に記載のレ
ンズシート。
【請求項１２】
　前記レンズシートは形が円筒である、請求項１に記載のレンズシート。
【請求項１３】
　前記レンズシートはアーチ形とされる、請求項１に記載のレンズシート。
【請求項１４】
　第１の複数の細長いレンズを備える第１の側面と、
　第２の複数の細長いレンズを備える、前記第１の側面と反対の第２の側面と、
を備える両側面レンズシートであって、
　前記第１の複数の細長いレンズおよび前記第２の複数の細長いレンズの各々は実質的に
光透過性の材料から作られ、前記両側面レンズシートを物体と観察者との間に配置すると
、前記物体が前記観察者から隠匿されるように、前記第１の複数の細長いレンズおよび前
記第２の複数の細長いレンズの対応するものがずれの関係を有する、両側面レンズシート
。
【請求項１５】
　前記両側面レンズシートに形成される視野領域をさらに備え、前記第１の側面または前
記第２の側面の一方の後の前記物体が、反対側の前記第２の側面または前記第１の側面を
それぞれ見る前記観察者から隠匿される一方で前記視野領域を通して可視である、請求項
１４に記載の両側面レンズシート。
【請求項１６】
　前記細長いレンズの各々は、レンチキュール、ダブプリズムレンズ、プリズムレンズ、
または半ダブプリズムレンズである、請求項１４に記載の両側面レンズシート。
【請求項１７】
　前記第１の複数の細長いレンズおよび前記第２の複数の細長いレンズの対応するもの同
士が一列に並ぶ、請求項１４に記載の両側面レンズシート。
【請求項１８】
　前記第１の複数の細長いレンズおよび前記第２の複数の細長いレンズの対応するもの同
士がオフセットしている、請求項１４に記載の両側面レンズシート。
【請求項１９】
　前記第１の側面および前記第２の側面の少なくとも一方に配置されるメッシュをさらに
備える、請求項１４に記載の両側面レンズシート。
【請求項２０】
　前記メッシュは、黒色、白色、有彩色、または透き通った色のうちの１つである、請求
項１９に記載の両側面レンズシート。
【請求項２１】
　前記第１の複数の細長いレンズは、第１の密度と、前記第１の密度と異なる第２の密度
とにおいて、細長いレンズを備える、請求項１４に記載の両側面レンズシート。
【請求項２２】
　前記第２の複数の細長いレンズは、第３の密度と、前記第３の密度と異なる第４の密度
とにおいて、細長いレンズを備える、請求項２１に記載の両側面レンズシート。
【請求項２３】
　前記両側面レンズシートは形が円筒である、請求項１４に記載の両側面レンズシート。
【請求項２４】
　前記両側面レンズシートはアーチ形とされる、請求項１４に記載の両側面レンズシート
。
【請求項２５】
　中実で成形されたアーチ状および柔軟な棒状の少なくとも一方の形態で、前記アーチ形
のレンズシートのための支持構造をさらに備える、請求項２４に記載の両側面レンズシー
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ト。
【請求項２６】
　反射防止層、反射防止被覆、膜、メッシュカバー、テクスチャ面、またはオーバーレイ
のうちの１つまたは複数が、反射を低減するために、または、陰影低減を向上させるため
に、前記両側面レンズシートの側面のうちの少なくとも一方に配置される、請求項１４に
記載の両側面レンズシート。
【請求項２７】
　霧、水、火、土、埃、傷、熱、冷熱、および紫外線のうちの１つまたは複数に対して前
記細長いレンズを保護するために、被覆することで形成されるかまたは保護要素で製造さ
れる保護層をさらに備える、請求項１４に記載の両側面レンズシート。
【請求項２８】
　請求項１４に記載の前記両側面レンズシートの使用の方法であって、
　前記レンズシートを、カモフラージュされる物体と観察者との間に配置するステップで
あって、前記物体が前記観察者から隠匿されるように、前記物体からの光が屈折および反
射の少なくとも一方を受ける、ステップを含む方法。
【請求項２９】
　円筒レンズシートであって、
　外側面および内側面であって、前記外側面および前記内側面には複数の細長いレンズが
配置され、前記複数の細長いレンズの各々は実質的に光透過性の材料から作られる、外側
面および内側面を備え、
　前記複数の細長いレンズは、
　前記外側面に第１の方向において第１の密度で実質的に平行に配置される第１の複数の
細長いレンズと、
　前記内側面に前記第１の方向と異なる第２の方向において第２の密度で実質的に平行に
配置される第２の複数の細長いレンズと、
を備え、
　前記円筒レンズシートの内部に位置させられる物体は、前記外側面に入射する光線が、
前記物体に入射することなく前記円筒レンズシートの内部から出ていくように、前記第１
の複数の細長いレンズおよび前記第２の複数の細長いレンズによって反射および／または
屈折させられるため、前記円筒レンズシートの外部の観察者から隠匿されるように、前記
第１の複数の細長いレンズおよび前記第２の複数の細長いレンズの対応するものがずれの
関係を有する、円筒レンズシート。
【請求項３０】
　前記細長いレンズの各々は、レンチキュール、ダブプリズムレンズ、プリズムレンズ、
または半ダブプリズムレンズである、請求項２９に記載の円筒レンズシート。
【請求項３１】
　前記円筒レンズシートに形成される視野領域をさらに備え、前記円筒レンズシートの内
部にある前記物体が、前記観察者から隠匿される一方で前記視野領域を通して可視である
、請求項２９に記載の円筒レンズシート。
【請求項３２】
　前記複数の細長いレンズは前記内側面に配置され、前記外側面は実質的に平坦である、
請求項２９に記載の円筒レンズシート。
【請求項３３】
　前記複数の細長いレンズは前記外側面に配置され、前記内側面は実質的に平坦である、
請求項２９に記載の円筒レンズシート。
【請求項３４】
　前記複数の細長いレンズは、第１の両側面円筒レンズシートを形成するために前記外側
面と前記内側面との両方に配置される、請求項２９に記載の円筒レンズシート。
【請求項３５】
　前記第１の両側面円筒レンズシートと同心である第２の両側面円筒レンズシートをさら
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に備える、請求項３４に記載の円筒レンズシート。
【請求項３６】
　反射防止層、反射防止被覆、メッシュカバー、テクスチャ面、またはオーバーレイのう
ちの１つまたは複数が、反射を低減するために、または、陰影低減を向上させるために、
前記側面のうちの少なくとも一方に配置される、請求項２９または３５に記載の円筒レン
ズシート。
【請求項３７】
　アーチ形レンズシートであって、
　外側面および内側面であって、前記外側面および前記内側面の少なくとも一方には複数
の細長いレンズが配置され、前記複数の細長いレンズの各々は実質的に光透過性の材料か
ら作られる、外側面および内側面を備え、
　前記アーチ形レンズシートの下に位置させられる物体は、前記外側面に入射する光線が
、前記物体に入射することなく前記アーチ形レンズシートの内部から出ていくように、前
記複数の細長いレンズのうちの少なくとも１つによって反射および／または屈折させられ
るため、前記アーチ形レンズシートの外部の観察者から隠匿される、アーチ形レンズシー
ト。
【請求項３８】
　前記アーチ形レンズシートを地面において支持するために複数の支持柱をさらに備え、
前記物体は前記地面にある、請求項３７に記載のアーチ形レンズシート。
【請求項３９】
　レンズシートであって、
　第１の密度で第１の複数の細長いレンズを備える第１の側面と、
　第２の密度で第２の複数の細長いレンズを備える、前記第１の側面と反対の第２の側面
と、
を備え、
　各々の細長いレンズは実質的に光透過性の材料から作られ、前記レンズシートは、平坦
、湾曲、硬い、または柔軟のうちの１つであり、前記レンズシートは光線集束距離ｄを有
する、レンズシート。
【請求項４０】
　前記細長いレンズの各々は、レンチキュール、ダブプリズムレンズ、プリズムレンズ、
または半ダブプリズムレンズである、請求項３９に記載のレンズシート。
【請求項４１】
　前記レンズシートに形成される視野領域をさらに備え、前記第１の側面および前記第２
の側面の一方の後の目標物体が、反対側を見る観察者から隠匿される一方で前記視野領域
を通して可視である、請求項３９に記載のレンズシート。
【請求項４２】
　反射防止層、反射防止被覆、メッシュカバー、テクスチャ面、またはオーバーレイのう
ちの１つまたは複数が、反射を低減するために、または、陰影低減を向上させるために、
側面のうちの少なくとも一方に配置される、請求項３９に記載のレンズシート。
【請求項４３】
　前記細長いレンズのうちの少なくとも一部は、反射を低減するために波形を有する、請
求項３９に記載のレンズシート。
【請求項４４】
　１インチあたりのレンズ（ＬＰＩ）で測定される前記第１の密度と前記第２の密度とは
同じである、請求項３９に記載のレンズシート。
【請求項４５】
　前記第１の複数の細長いレンズが前記第２の複数の細長いレンズからオフセットしてお
り、そのため、前記両側面レンズシートをカモフラージュされる物体と観察者との間に配
置すると、前記観察者は背景の詳細を見る一方で、前記オフセットが前記物体を前記観察
者の視界の外に移し変える、請求項３９に記載のレンズシート。
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【請求項４６】
　前記第１の複数の細長いレンズが前記第２の複数の細長いレンズからオフセットしてお
り、そのため、前記両側面レンズシートを背景に対してカモフラージュされる物体と観察
者との間に配置すると、前記オフセットが、中立区域の後の前記物体および周囲の背景を
隠すために中立区域を移し変え、それによって前記物体を光景から隠す、請求項３９に記
載のレンズシート。
【請求項４７】
　前記レンズシートは、前記物体を後ろに隠すために前記レンズシートの所定の領域に１
つまたは複数の中立区域を有する単一品として製造される、請求項４６に記載のレンズシ
ート。
【請求項４８】
　レンズシート組立体であって、
　　第１の密度で第１の複数の細長いレンズを備える第１の側面、および
　　第２の密度で第２の複数の細長いレンズを備える、前記第１の側面と反対の第２の側
面、
　を備える第１の両側面レンズシートと、
　　第３の密度で第３の複数の細長いレンズを備える第３の側面、および
　　第４の密度で第４の複数の細長いレンズを備える、前記第３の側面と反対の第４の側
面、
　を備える第２の両側面レンズシートと、
を備え、
　各々の細長いレンズは実質的に光透過性の材料から作られ、前記レンズシート組立体の
一方の側面に位置させられる物体が、前記レンズシート組立体の反対の側面における観察
者から隠匿されるように、前記第１の複数の細長いレンズおよび前記第２の複数の細長い
レンズまたは、前記第３の複数の細長いレンズおよび前記第４の複数の細長いレンズそれ
ぞれとの対応するものがずれの関係を有する、レンズシート組立体。
【請求項４９】
　前記細長いレンズの各々は、レンチキュール、ダブプリズムレンズ、プリズムレンズ、
または半ダブプリズムレンズである、請求項４８に記載のレンズシート組立体。
【請求項５０】
　前記レンズシート組立体に形成される視野領域をさらに備え、前記第１の側面および前
記第２の側面の一方の後の目標物体が、反対側を見る観察者から隠匿される一方で前記視
野領域を通して可視である、請求項４８に記載のレンズシート組立体。
【請求項５１】
　反射防止層、反射防止被覆、膜、メッシュカバー、テクスチャ面、またはオーバーレイ
のうちの１つまたは複数が、反射を低減するために、または、陰影低減を向上させるため
に、前記側面のうちの少なくとも一方に配置される、請求項４８に記載のレンズシート組
立体。
【請求項５２】
　１インチあたりのレンズ（ＬＰＩ）で測定される前記第１の密度、前記第２の密度、前
記第３の密度、および前記第４の密度は同じＬＰＩにあり、前記細長いレンズは、物体お
よび前記物体の周囲の背景の映像を移し変えるために、前記第１および第２の両側面レン
ズシートの一方または両方の両側における前記細長いレンズをずらすことを許容する同じ
レンズ角度を有する、請求項４８に記載のレンズシート組立体。
【請求項５３】
　前記移し変えは映像を前記観察者の視界の外になるようにし、背景を前記物体の傍の一
方または両方の側面の背景で置き換える、請求項４８に記載のレンズシート組立体。
【請求項５４】
　前記細長いレンズは鉛直に配置され、前記物体は左または右に移し変えられる、請求項
４８に記載のレンズシート組立体。
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【請求項５５】
　前記第１および第２の両側面レンズシートのうちの一方または両方をずらすことが、中
立区域の後の前記目標物体の光景における移し変えを引き起こし、それによって目標物体
を光景から隠す、請求項４８に記載のレンズシート組立体。
【請求項５６】
　前記第１の両側面レンズシートおよび前記第２の両側面レンズシートの各々は、中立区
域を所定の場所に有する１つの物品として製造される、請求項４８に記載のレンズシート
組立体。
【請求項５７】
　レンズシート組立体であって、
　　第１の密度で第１の複数の細長いレンズを備える第１の側面、および
　　前記第１の側面と反対の実質的に平坦な第２の側面、
　を備える第１の片側面レンズシートと、
　　第２の密度で第２の複数の細長いレンズを備える第３の側面、および
　　前記第３の側面と反対の第４の実質的に平坦な側面、
　を備える第２の片側面レンズシートと、
を備え、
　各々の細長いレンズは実質的に光透過性の材料から作られ、前記レンズシート組立体の
一方の側面に位置させられる物体が、前記レンズシート組立体の反対の第２の側面におけ
る観察者から隠匿される、レンズシート組立体。
【請求項５８】
　前記細長いレンズの各々は、レンチキュール、ダブプリズムレンズ、プリズムレンズ、
または半ダブプリズムレンズである、請求項５７に記載のレンズシート組立体。
【請求項５９】
　前記レンズシート組立体に形成される視野領域をさらに備え、前記第１の側面および前
記第２の側面の一方の後の目標物体が、反対側を見る観察者から隠匿される一方で前記視
野領域を通して可視である、請求項５７に記載のレンズシート組立体。
【請求項６０】
　反射防止層、反射防止被覆、膜、メッシュカバー、テクスチャ面、またはオーバーレイ
のうちの１つまたは複数が、反射を低減するために、または、陰影低減を向上させるため
に、前記側面のうちの少なくとも一方に配置される、請求項５７に記載のレンズシート組
立体。
【請求項６１】
　前記第１および第２の片側面レンズシートの間のオフセットまたは角度が共鳴波パター
ンを生成し、前記共鳴波パターンは前記物体を歪める、請求項５７に記載のレンズシート
組立体。
【請求項６２】
　前記第１の密度は、１インチあたりのレンズ（ＬＰＩ）で測定される前記第２の密度と
異なる、請求項５７に記載のレンズシート組立体。
【請求項６３】
　前記両側面レンズシートをカモフラージュされる物体と観察者との間に配置するステッ
プを含む、請求項３９に記載の前記レンズシートを使用する方法。
【請求項６４】
　前記物体は前記レンズシートからｄの集束距離内にある、請求項６３に記載の方法。
【請求項６５】
　１インチあたりのレンズ（ＬＰＩ）で測定される前記第１の密度と前記第２の密度とは
同じであり、前記細長いレンズについてのレンズ角度が同じであり、前記観察者は前記物
体の背景の詳細を見る、請求項６４に記載の方法。
【請求項６６】
　複数の細長いレンズを備えるレンズシートの使用の方法であって、
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　前記レンズシートをカモフラージュされる物体と観察者との間に配置するステップを含
み、
　前記物体は背景の前にあり、前記物体からの電磁放射の範囲が、前記物体が前記観察者
から実質的に隠匿される一方で前記背景の少なくとも一部分が前記観察者に見えるように
屈折および反射の１つまたは複数を受け、
　前記レンズシートは、第１の側面、および前記第１の側面と反対の第２の側面を備え、
前記第１の側面および前記第２の側面の少なくとも一方は、
　前記第１の側面に第１の方向において第１の密度で実質的に平行に配置される第１の複
数の細長いレンズと、
　前記第２の側面に前記第１の方向と異なる第２の方向において第２の密度で実質的に平
行に配置される第２の複数の細長いレンズであって、前記第１の複数の細長いレンズおよ
び前記第２の複数の細長いレンズは実質的に光透過性の材料から作られ、前記第１の複数
の細長いレンズおよび前記第２の複数の細長いレンズの対応するものがずれの関係を有す
る、第２の複数の細長いレンズと
　を備える、方法。
【請求項６７】
　電磁放射の前記範囲は、紫外線（ＵＶ）、可視（ＶＩＳ）、近赤外線（ＮＩＲ）、短波
赤外線（ＳＷＩＲ）、中波赤外線（ＭＷＩＲ）、および長波赤外線（ＬＷＩＲ）の１つで
ある、請求項６６に記載の方法。
【請求項６８】
　陰影低減のために１つまたは複数のレンズシートを使用する方法であって、前記１つま
たは複数のレンズシートを光源と目標物との間に配置するステップであって、前記レンズ
シートを通過する光がレンズの平面内で多数の方向に屈折させられ、それによって前記目
標物の視認性および前記目標物からの陰影を除去または低減する、ステップを含む方法。
【請求項６９】
　陰影低減のために１つまたは複数のレンズシートを使用する方法であって、前記１つま
たは複数のレンズシートを、光源が目標物の前にある状態で前記目標物の後に配置するス
テップであって、各々のシートは、平面に配置される複数のレンズを有し、前記１つまた
は複数のレンズシートを通過する光が前記平面内において多数の方向に屈折させられ、そ
れによって前記目標物からの陰影の視認性を低減する、ステップを含む方法。
【請求項７０】
　目標物の陰影低減のために１つまたは複数のレンズシートを使用する方法であって、前
記１つまたは複数のレンズシートを目標に隣接して配置するステップであって、各々のシ
ートは、平面に配置される複数のレンズを有し、光源から前記１つまたは複数のレンズシ
ートを通過する光が前記レンズの前記平面内において多数の方向に屈折させられ、それに
よって前記目標物からの陰影の視認性を除去または低減する、ステップを含む方法。
【請求項７１】
　反射を低減するために、または、陰影低減を向上させるために、反射防止層、反射防止
被覆、膜、メッシュカバー、テクスチャ面、および反射防止オーバーレイのうちの１つま
たは複数を用いて、前記複数のレンズシートのうちの少なくとも一部に反射防止性を提供
するステップをさらに含む、請求項６８から７０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７２】
　目標物からの熱シグネチャが熱検出装置に到達するのを隠蔽する方法であって、レンチ
キュール材料を視認者と前記目標物との間に配置するステップであって、前記レンチキュ
ール材料は、ガラスまたはプレキシガラスのうちの少なくとも１つを含み、それによって
、前記熱シグネチャが前記熱検出装置によって検出されることから防止されるように、前
記目標物からの影の視認性を除去または低減する、ステップを含む方法。
【請求項７３】
　配置する前記ステップは、前記目標物を阻止レンチキュール材料で包むことを含む、請
求項７２に記載の方法。
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【請求項７４】
　前記熱シグネチャは赤外線範囲における電磁放射である、請求項７２に記載の方法。
【請求項７５】
　温かい空気を吹き込むこと、冷たい空気を吹き込むこと、電気加熱、または電気冷却の
うちの１つまたは複数によって、複数の細長いレンズの少なくとも１つの温度を調整する
ステップをさらに含む、請求項７２に記載の方法。
【請求項７６】
　レンズシート組立体を製造する方法であって、
　第１の密度で第１の複数の細長いレンズを備える第１の側面、および、前記第１の側面
と反対の第２の実質的に平坦な側面を備える第１の片側面レンズシートを提供するステッ
プと、
　第２の密度で第１の複数の細長いレンズを備える第３の側面、および、前記第３の側面
と反対の第４の実質的に平坦な側面を備える第２の片側面レンズシートを提供するステッ
プと、
　前記レンズシート組立体を見るときに共鳴波パターンを生成するために、前記第１の複
数の細長いレンズと前記第２の複数の細長いレンズとの間のオフセットを調節するステッ
プと
　を含む方法。
【請求項７７】
　反射を低減するために、または、陰影低減を向上させるために、反射防止層、反射防止
被覆、膜、メッシュカバー、テクスチャ面、またはオーバーレイのうちの１つまたは複数
を用いて、複数の細長いレンズのうちの少なくとも一部に反射防止性を提供するステップ
をさらに含む、請求項７６に記載の方法。
【請求項７８】
　レンズシート組立体を製造する方法であって、
　複数の中空管を互いに隣接して提供するステップであって、前記中空管の各々は細長い
レンズのように成形される、ステップと、
　前記複数の中空管を流体で満たすステップと
　を含む方法。
【請求項７９】
　前記レンズシート組立体を形成するために前記管を除去するステップをさらに含む、請
求項７８に記載の方法。
【請求項８０】
　前記管の各々における流体の温度を個別に調整するステップをさらに含む、請求項７８
に記載の方法。
【請求項８１】
　前記流体の前記温度を個別に調整する前記ステップは、前記レンズシート組立体を観察
する熱検出装置によって観察される所望の熱シグネチャを有するデコイを作り出す、請求
項８０に記載の方法。
【請求項８２】
　前記流体は水である、請求項７８に記載の方法。
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